
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　芸げい術じゅつの秋あき。

　……とは言いっても、美び術じゅつ部ぶ員いんであるわたし──工く藤どう穂ほ乃の香かが絵えを描かくのは、いつものこと。

　カチ、コチ、カチ、コチ……

　美び術じゅつ室しつには、時と計けいの音おとだけがひびいている。

　夕ゆう日ひが射さしこんでいて、時じ間かんがゆっくりと流ながれているかのよう。

　そんなおだやかな教きょう室しつの中なかで、わたしはひたすらに筆ふでを動うごかしていた。

　いつまでに描かかないといけないと、決きまっているわけじゃないんだけど、描かきはじめると、どうしても没ぼっ頭とうしちゃう。

　だって、楽たのしいんだ。

　わたしの目めで見みた風ふう景けいを、理り想そうどおりに紙かみの上うえに表ひょう現げんできたら、すごく達たっ成せい感かんがある。

　思おもいどおりに描かけなくて、もやもやする日ひもあるけど、それが描かくのをやめる理り由ゆうにはならなくて……。

「そろそろ片かたづけましょうか」

　先せん生せいの声こえに、はっとなった。

　顔かおをあげると、もうすぐ６時じ。

　さっきまで夕ゆう日ひが射さしていたはずなのに、窓まどの外そとは、もう真まっ暗くらになっていた。

[image: ]

「ずいぶん集しゅう中ちゅうしてたわね、工く藤どうさん」

　長ながい髪かみをさらりとゆらして、話はなしかけてきたのは、美び術じゅつ部ぶの顧こ問もんの先せん生せい。

　今日きょうは、おなじく美び術じゅつ部ぶ員いんの千ち帆ほちゃんは、おうちの用よう事じでお休やすみ。

　部ぶ活かつに顔かおを出だしていたのは、一年ねん生せい数すう人にん。

　みんな、静しずかに描かいていたから、こんなに時じ間かんが経たっていたことに、気きづかなかった。

　もしかしたら、わたしに気きをつかって、静しずかにしていてくれたのかな？

　ううん、わたしが集しゅう中ちゅうしすぎて、まわりの音おとが聞きこえていなかっただけかも。

　だって、片かたづけをしている一年ねん生せいたちは、楽たのしそうに話はなしているし……。

　そう考かんがえたところで、部ぶ活かつがはじまる前まえに頭あたまの中なかにあったことを、思おもいだしてしまった。

　こうして集しゅう中ちゅうしていたのは、『あのこと』を考かんがえないようにするため。

　考かんがえたくないから、好すきなことに、のめりこんでいたんだ。




　──先せん輩ぱいの高こう校こうって、たしか美び術じゅつ部ぶないんだよね。

　この前まえ、千ち帆ほちゃんから聞きいた、その言こと葉ば。

　先せん輩ぱいっていうのは、わたしの恋こい人びと・村むら瀬せ司つかさ先せん輩ぱいのこと。

　わたしはこれまでずっと、つかさ先せん輩ぱいと同おなじ聖せい翔しょう高こう校こうにいきたいって思おもっていた。

　つかさ先せん輩ぱいは、わたしの二つ年とし上うえで、いまは高こう校こう一年ねん生せい。

　去きょ年ねん、一年ねん間かんだけしか、わたしたちは同おなじ学がっ校こうに通かよえなかった。

　だから、同おなじ高こう校こうに通かよえる日ひを、わたしもつかさ先せん輩ぱいも楽たのしみにしていたんだ。

　もちろん、わたしが同おなじ高こう校こうにいっても、いっしょに通かよえるのは一年ねん間かんだけ。

　それでも、いっしょの学がっ校こうにいられるのは、幸しあわせだから……。

　その気き持もちに迷まよいが生うまれたのは、まわりのみんなが、ちゃんと将しょう来らいについて考かんがえているって、気きづいたのがきっかけ。

　生せい徒と会かい長ちょうの小こ柴しばくんに、

「工く藤どうさんは、美び術じゅつ方ほう面めんに進すすむんじゃないのか？」

　って聞きかれたことがある。

　絵えのコンクールで、何なん度どか賞しょうを取とったことがあったから、美び術じゅつ科かのある高こう校こうに進すすむと思おもっていたんだって。

　そんなこと、それまで考かんがえたこともなかったけど……。

　高こう校こうで、美び術じゅつを専せん門もんで勉べん強きょうできるの？

　提てい示じされた新あらたな選せん択たく肢しに、わたしは悩なやむことになってしまったんだ……。

「……先せん生せい、美び術じゅつ科かのある高こう校こうってどんな感かんじか、知しってますか？」

　となりでわたしの絵えを見みていた先せん生せいに、そう聞きいてみた。

　この間あいだから、聞きいてみようかと思おもっていたんだ。

　つかさ先せん輩ぱいの高こう校こうに美び術じゅつ部ぶがないなら、絵えはただの趣しゅ味みとして、家いえで描かけばいい。

　その選せん択たく肢しだってあるんだ。

　だけど……。

　もっと学まなんでみたい、と思おもってしまっている自じ分ぶんがいる。

　将しょう来らい、絵えを仕し事ごとにできる自じ信しんがあるわけでもない。

　それでも、もっと絵えを描かける環かん境きょうにいきたいっていう気き持もちだけは消けせずに、むしろどんどん大おおきくなっている。

　わたしの問といかけに、先せん生せいは、ぱあっと目めを輝かがやかせた。

「工く藤どうさん、ついに美び術じゅつ系けいを目め指ざす気きになったの!?」

「えっ、えっ？」

　先せん生せいは、とまどうわたしに気きづいているのかいないのか、話はなしをつづける。

「工く藤どうさん、美び術じゅつ科かを目め指ざさないかなって、先せん生せいたちの間あいだでも、話はなしにあがったことがあったのよ。あれだけ描かけるんだもの、もったいないよねって」

「そ、そうだったんですか……」

　ぜんぜん知しらなかった。

　賞しょうを取とったことはあるけど、入にゅう選せんとか、佳か作さくとかの、小ちいさい賞しょうだ。

　そんなに期き待たいされるようなものじゃない気きがするんだけど……。

「あの、まだ目め指ざすって決きめたわけじゃなくて、どんなものなのか、聞きいてみたいだけなんです……！」

「そうなの？」

　少すこし残ざん念ねんそうな顔かおをした先せん生せいを見みて、罪ざい悪あく感かんがちょっと浮うかんだけど……。

　そもそも、美び術じゅつ科かのある高こう校こうが、近ちかくにあるのかさえ知しらないんだ。

　先せん生せいは、少すこし考かんがえ込こむ。

「美び術じゅつ科かっていったら、県けん内ないでは東とう林りん高こう校こうだけよね。そうねぇ……。やっぱり、美び術じゅつを学まなぶには、いい環かん境きょうだと思おもうわよ。そのぶん、受じゅ験けんの倍ばい率りつは厳きびしいけど……。でも、工く藤どうさんなら可か能のう性せいがあるかもしれないわね」

　そう言いわれて、また考かんがえが深ふかみにはまっていってしまう。

　やっぱり合ごう格かくするのは難むずかしいんだという気き持もちと、美び術じゅつを学まなぶにはいい環かん境きょうという、現げん実じつと理り想そうの間あいだで、心こころが揺ゆらいじゃうんだ。

　それでも、先せん生せいから『可か能のう性せいがある』なんて言いわれたら、期き待たいもしてしまう。

「もし、受じゅ験けんするなら、今いまからでも準じゅん備びしたほうがいいと思おもうけど……。資し料りょうを取とりよせておこうか？」

　先せん生せいがそう提てい案あんしてきて、急きゅうに現げん実じつに引ひきもどされた。

　準じゅん備び、なんて段だん階かいになったら……。

　つかさ先せん輩ぱいとちがう高こう校こうを目め指ざすっていうことが、決けっ定てい的てきになってしまう。

　わたしに、その覚かく悟ごはあるの？

「だっ、大だい丈じょう夫ぶです！　本ほん当とうに、聞きいてみたかっただけなので！　わたし、片かたづけてきますね！」

　そう言いって、わたしはバタバタと片かたづけはじめた。

　筆ふでを洗あらいながら、先せん生せいに言いわれたことを、ぼんやり考かんがえてしまう。

　資し料りょう、見みるだけ見みてみる？

　まだ受じゅ験けんするって決きまったわけじゃないし……。

　……だめだ、やっぱり決きめられない。

　ひとまず、考かんがえるのは、またにしよう。

　そうして片かたづけを終おえたわたしは、一人ひとりで昇しょう降こう口ぐちへと向むかっていた。

　昇しょう降こう口ぐちにつづく廊ろう下かを、歩あるいていたとき。

「あれ？　あの子こって……」

　左ひだりの角かどで、様よう子すをうかがっている子こがいる。

　そーっと昇しょう降こう口ぐちのほうを見みていて、わたしには気きづいていない。

　昇しょう降こう口ぐちに向むかうのかと思おもったら、足あしを止とめて、うしろを向むいたり、なぜかその場ばをうろうろしている。

　わたしは駆かけよって、高たか槻つきさんの肩かたを、ポンとたたいた。

「高たか槻つきさん！」

「わぁぁ!!」

　高たか槻つきさんは、すごいいきおいで、飛とびあがった。

　あまりのおどろきぶりに、わたしは目めをぱちくりさせてしまう。

　振ふり返かえった高たか槻つきさんは、ちょっと涙なみだ目めになっていた。

「お、おどろかせて、ごめんね……？」

「工く藤どう先せん輩ぱいでしたか……。会かい長ちょうかと思おもった……」

　小こ柴しばくん？

　なんで、そんなまちがいをしたんだろう？

　でも……小こ柴しばくんと思おもったから、そんなにおどろいたの？

　そっちのほうが、気きになってしまう。

　だって、高たか槻つきさんは──。
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　ならんで歩あるきだしたわたしたちは、昇しょう降こう口ぐちでくつを履はきかえた。

　高たか槻つきさんは、図と書しょ室しつで本ほんを読よんでて、この時じ間かんになったらしい。

「それで、どうして小こ柴しばくんだと思おもったの？」

　昇しょう降こう口ぐちを出でたところで、そう尋たずねると、高たか槻つきさんの肩かたがまた跳はねあがった。

　本ほん人にんから、はっきり聞きいたわけじゃないけど、高たか槻つきさんって……。

　小こ柴しばくんのことが、好すきだと思おもうんだよね。

　高たか槻つきさんは、小こ柴しばくんからカギを借かりて、生せい徒と会かいの物もの置おきになっている視し聴ちょう覚かく室しつを、歌うたの練れん習しゅう場ば所しょとして使つかっていた。

　小こ柴しばくんが、高たか槻つきさんの歌うたを気きに入いったから、ってことだったらしい。

　教きょう室しつを貸かしてもらう代かわりに、高たか槻つきさんは生せい徒と会かいのお手て伝つだいをする、ってことになったみたいなんだけど……。

　二人ふたりきりで過すごす高たか槻つきさんの存そん在ざいを、わたしたち生せい徒と会かいメンバーには、ナイショにしていた小こ柴しばくん。

　小こ柴しばくんの性せい格かくなら、報ほう告こく・連れん絡らく・相そう談だんの報ほう連れん相そうは、しっかりするはずなのに。

　それをナイショにしていたってことは……。

　高たか槻つきさんのことが気きになっている……とか!?

　二人ふたりの間あいだのことだから、わたしが口くちを挟はさんだらいけないと思おもうけど……。

　でも、高たか槻つきさんの、この反はん応のうは気きになる。

　まるで、小こ柴しばくんのことを、さけているような……？

「生せい徒と会かい室しつの明あかりが、まだついてたから……。鉢はちあわせしたらどうしようって……」

　やっぱり、かんちがいじゃなかった。

　高たか槻つきさんは、うつむいて、肩かたを落おとしてしまっている。

「小こ柴しばくんと、なにかあったの？」

　小こ柴しばくんが高たか槻つきさんのことを生せい徒と会かいの庶しょ務むにさそってから、どうなったのか、まだ聞きいていない。

　小こ柴しばくんがなにも言いわないから、高たか槻つきさんからは、まだ返へん事じをもらってないんだと思おもっていた。

　こんなふうになっているって……？

「……今いままで、毎まい週しゅう金きん曜よう日びは、視し聴ちょう覚かく室しつを使つかっていいって、言いわれてたんです」

　ぽつりと話はなしはじめた高たか槻つきさん。

　わたしはあいづちを打うって、つづきを待まった。

「この前まえ、工く藤どう先せん輩ぱいと会あった日ひは、急きゅうきょお手て伝つだいすることになったから、特とく別べつだったんです。それで会かい長ちょうから、庶しょ務むにならないかってさそわれて……」

「そうだったね」

「私わたし、なんて返へん事じしたらいいか、わからなくて……。先せん週しゅうの金きん曜よう日びは、視し聴ちょう覚かく室しつにいかなかったんです」

「えっ、そうなの？」

　そういえば、金きん曜よう日びって、たしかに小こ柴しばくん、生せい徒と会かい室しつにいなかったかも。

　でも、高たか槻つきさんが、こなかったってことは……。

「もう少すこし時じ間かんをくださいって言いえばよかったんですけど……。どんな顔かおをしたらいいのか、わからなくて……」

　高たか槻つきさん……。

　切せつなそうな顔かおで話はなす彼かの女じょに、わたしのほうまで、胸むねが苦くるしくなった。

　生せい徒と会かいに入はいったら、好すきな人ひとと、一年ねん間かんいっしょに過すごすことになるんだもんね。

　両りょう想おもいならいいけど、片かた想おもいのままでいられるのかとか、小こ柴しばくんに好すきな人ひとができちゃったら？　とか、きっと思おもい悩なやむことは多おおい。

「……やっぱり、どうしても私わたしが生せい徒と会かいに入はいれるなんて、思おもえないんです。私わたし……人ひと前まえで、はきはきしゃべることもできないし……」

　高たか槻つきさんは、そう言いって、うつむいてしまった。

　この感かんじ……少すこし前まえの自じ分ぶんを見みているみたい。
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「高たか槻つきさん、わたしもね、自じ分ぶんが生せい徒と会かいに向むいてるとは思おもってないんだよ」

　静しずかにそう話はなしだすと、高たか槻つきさんは、顔かおをあげた。

　わたしは、彼かの女じょににっこり笑わらいかける。

「成せい績せき優ゆう秀しゅうっていうわけでもないし、人じん望ぼうがあるわけでもないし。でもね、わたし、小こ柴しばくんの言こと葉ばを、信しんじてみようと思おもったんだ」

「会かい長ちょうの言こと葉ばを……？」

「うん。小こ柴しばくん、わたしに文ぶん章しょうをまとめるのが上じょう手ずだって、言いってくれたんだよね。正しょう直じき、わたしより上じょう手ずな人ひとはいると思おもうんだけど……でも、小こ柴しばくん自じ身しんが『できる人ひと』だっていうことは、まちがいないでしょ？　その小こ柴しばくんが言いうなら、こんなわたしでも、少すこしは役やくに立たてるかもって、思おもったんだ」

　わたしと高たか槻つきさんって、少すこし似にている気きがする。

　わたし以い上じょうに、自じ己こ評ひょう価かが低ひくく見みえるけど……。

「……会かい長ちょうが、信しんじられないわけじゃ、ないんですけど……」

　そう言いって、高たか槻つきさんは、うつむいてしまった。

　好すきな人ひとに頼たよりにされて、うれしくない人ひとがいるわけない。

　高たか槻つきさんも、きっとそうだと思おもうんだけど、それ以い上じょうにためらう理り由ゆうがあるのかな？

「自じ信しんがないんです……。私わたし、人ひとにどう思おもわれるかを、すごく気きにして、うまく話はなせなくなっちゃうんです。歌うたうことは好すきだけど、音おん楽がくの時じ間かんに歌うたうことさえ、うまくできなくて……。会かい長ちょうは、仕し事ごとが早はやいとか言いってくれたけど……生せい徒と会かいに入はいって人ひとに注ちゅう目もくされたらと思おもうと……」

　最さい後ごのほうは、声こえが小ちいさくなってしまっていた。

　高たか槻つきさん……。

　うつむく高たか槻つきさんの背せ中なかに、わたしはそっと手てをそえた。

「高たか槻つきさん一人ひとりでやるわけじゃないから。わたしも、目め立だつことは苦にが手てだけど、小こ柴しばくんや、副ふく会かい長ちょうの梅うめ崎さきくんと、会かい計けいのみなみちゃんが支ささえてくれるから、書しょ記きをやれているんだよ」

　わたしが生せい徒と会かいに向むいているとは、今いまでも思おもえない。

　ミスをして、落おちこんじゃうときもあるけど、みなみちゃんと梅うめ崎さきくんは、はげましてくれる。

　小こ柴しばくんも、しっかりカバーしてくれるから、次つぎはうまくやろうって思おもえるんだ。

「前まえに立たつのは、小こ柴しばくんがやってくれると思おもうし……。それに、この前まえ見みた感かんじだと、高たか槻つきさんって、細こま々ごました作さ業ぎょうが得とく意いじゃない？　わたしよりは、庶しょ務むに向むいてると思おもうよ」

　そう言いうけれど、高たか槻つきさんの表ひょう情じょうは晴はれない。

　やっぱり、むずかしいかな……。

「……もし、本ほん当とうに断ことわるつもりなら、わたしから言いおうか？」

　わたしの提てい案あんに、高たか槻つきさんは、バッと顔かおをあげた。

　でも、なにも言いわずに、ぎゅっと苦くるしそうな顔かおで、目めをそらす。

「…………そうだとしても、自じ分ぶんで直ちょく接せつ伝つたえないと、失しつ礼れいだと思おもうから……」

　高たか槻つきさんの表ひょう情じょうに、わたしまで苦くるしくなってくる。

　好すきな人ひとの期き待たいにこたえられないのは、きっとつらいよね。

「もし、小こ柴しばくんと二人ふたりきりで話はなすのが、気きまずいっていうのなら、わたしでよければ、同どう席せきするってこともできるけど……」

「いいんですか……？」

「もちろん！　じゃあ、連れん絡らく先さき、交こう換かんしておこうか」

　わたしたちは、スマホを取とりだして、連れん絡らく先さきを交こう換かんしあった。

　困こまったことがあったら、いつでもメッセージ送おくってねと言いって、高たか槻つきさんとは別わかれた。

　本ほん当とうに、心しん配ぱいだなぁ。

　それにしても、どうして小こ柴しばくんはなにも言いわないんだろう？

　生せい徒と会かいメンバーを決きめる期き限げんがあるわけじゃないみたいだけど、高たか槻つきさんをぜひ誘さそいたいって感かんじだった。

　いったいどうしちゃったんだろう……？
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　翌よく日じつの生せい徒と会かい室しつ。

　冬ふゆ休やすみにむけて、やることが多おおいから、みんな、真しん剣けんにお仕し事ごとをしていた。

　カリカリとペンと走はしらせる音おとや、プリントをめくる音おとだけが、生せい徒と会かい室しつにひびいている。

　きのう、高たか槻つきさんからあんなことを聞きいたから、わたしは小こ柴しばくんの様よう子すが気きになってしまう。

　ちらりと小こ柴しばくんを見みてみると、いつもと変かわらないクールな顔かおで、書しょ類るいに向むかっていた。

　……高たか槻つきさんのこと、どう思おもっているんだろう？

　この前まえの金きん曜よう日びも、「ちょっと出でてくる」って、だいぶ長ながく席せきをはずしていたから、視し聴ちょう覚かく室しつにいっていたと思おもうんだけど……。

　もどってきたときも、いつもどおりの表ひょう情じょうだったと思おもう。

　高たか槻つきさんがこなくて、ショックじゃなかったのかな……？

　小こ柴しばくんのことだから、かるい気き持もちで生せい徒と会かいに誘さそったとは思おもえない。

　じゃあ、どうしていつもどおりなの……？

「正まさ臣おみー。生せい徒と会かいメンバー表ひょうだけど、ここの庶しょ務むの欄らんは」

　梅うめ崎さきくんが、そこまで言いったところで、ガシャンッと音おとがした。

　音おとにおどろいて、顔かおを向むけると、小こ柴しばくんのペンケースが、床ゆかに落おちていた。

　手てでも当あたっちゃったのかな？

「おいおい、大だい丈じょう夫ぶかよ」

「あぁ、悪わるい」

　そう話はなしながら、二人ふたりは散ちらばったペンを拾ひろっている。

　めずらしいな、小こ柴しばくんが、うっかり物ものを落おとすなんて……。

　そう思おもいながら、わたしは冬ふゆ休やすみのお知しらせのチェックを再さい開かいした。

　あれ？

　ここのイラストまちがってる？

　このプリント、小こ柴しばくんが作つくったはずだけど……。

「ねぇ、小こ柴しばくん。ここのイラスト、変へんじゃない？」

「小こ柴しば～！　これ、きのうボツにしたやつだよ！　なんで交まぜちゃってるの!?」

「で、ここの庶しょ務むの欄らんは、空くう欄らんでいいのかよ？」

　三人にんいっせいに、小こ柴しばくんへの声こえがあがった。

　その瞬しゅん間かん、


ガタガタガターン!!



　って音おとが、生せい徒と会かい室しつにひびきわたった。

　こっ、小こ柴しばくん!?

　わたしたちの視し線せんの先さきで、小こ柴しばくんが、イスからころげ落おちていた。

「……正まさ臣おみ、なにしてんの!?」

「いや、大だい丈じょう夫ぶだ」

「大だい丈じょう夫ぶじゃないでしょ!?　小こ柴しば、ケガしてない!?」

　ペンやプリントもいっしょに落おちるほどの大だい惨さん事じで、わたしたちは、あわてて駆かけよって、小こ柴しばくんを助たすけ起おこした。

　……小こ柴しばくん、もしかして、『いつもどおり』じゃない……？

　小こ柴しばくんは、一年ねん生せいからずっと委い員いん長ちょうをやっているような子こで、クラスメイトたちからも、『頼たよれる存そん在ざい』として扱あつかわれていた。

　生せい徒と会かい長ちょうになってからも、クラス委い員いん長ちょうをつづけていて、本ほん当とうにしっかりしている男だん子しなんだ。

　こんなにうっかりをくり返かえすなんて、おかしい。

「なぁ正まさ臣おみー、あのセイレンちゃん、庶しょ務むになってくれないの？」

　梅うめ崎さきくんが、プリントを拾ひろいながら、そう言いった。

　ちらりと小こ柴しばくんのほうを見みると、小こ柴しばくんは、動うごきを止とめたロボットみたいに、ぴたりと固かたまってしまっている。

　小こ柴しばくんは、ふーっと息いきをついてから、梅うめ崎さきくんのことを、じっと見みすえた。

「梅うめ崎さき、なんで彼かの女じょのことを知しってる」

「え？　だって、この前まえ、お前まえと工く藤どうさん、なかなか帰かえってこなかったろ？　なんでかなーって思おもって、工く藤どうさんに聞きいたんだよー」

「まさか小こ柴しばが、うわさのセイレンちゃんと、仲なかよくなってたなんてね～」

　梅うめ崎さきくんの言こと葉ばに、うんうんとうなずくみなみちゃん。

　少すこし前まえに、「プールにセイレーンがいる」って、校こう内ないでうわさになったことがあった。

　その正しょう体たいは、歌うたの練れん習しゅうをしていた高たか槻つきさん。彼かの女じょに練れん習しゅう場ば所しょとして、視し聴ちょう覚かく室しつを貸かしたのが、小こ柴しばくんだったらしいんだけど……。

　小こ柴しばくんから、じっと見みつめられて、わたしは思おもわずひるんでしまう。

「ごめん、梅うめ崎さきくんに聞きかれたから、言いっちゃったけど、だめだった……？」

「…………いや、かまわない」

　そう言いいながらも、せっかく拾ひろいあげたプリントもペンも、落おとしまくっているよ!?

　動どう揺ようしまくりじゃない!?
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　四人にんでようやく全ぜん部ぶ拾ひろい終おえて、席せきにもどった。

　これだけ大おお騒さわぎして、さぞかし動どう揺ようした表ひょう情じょうをしているだろうと思おもって、小こ柴しばくんのことを見みてみたら。

　い、いつもの表ひょう情じょうだ……。

　好すきな人ひとのことをみんなに知しられて、もっと照てれた顔かおをしているかと思おもったんだけど……。

「俺おれも、セイレンちゃんの歌うた、聴きいてみたーい」

　机つくえにほおづえをついて、楽たのしそうに言いう梅うめ崎さきくん。

　梅うめ崎さきくん、もしかして小こ柴しばくんの気き持もちに気きづいてる？

　小こ柴しばくんは、梅うめ崎さきくんのことをいちべつすると、

「お前まえは駄だ目め」

　と、きっぱり言いい放はなった。

「えー!?　なんでー!?」

「なんででも。というか、『セイレンちゃん』ってなんだ」

「あたしがつけたの～。セイレーンだから、セイレンちゃん！」

「一文も字じのぞいただけじゃないか」

　みなみちゃん、小こ柴しばくんにもへんなあだ名なをつけていたし、くせなのかな？

　それにしても、高たか槻つきさんが『セイレンちゃん』って呼よばれているのを知しったら、目めを白しろ黒くろさせちゃいそう。

　言いい争あらそいをつづけている二人ふたりを横よこ目めに、みなみちゃんが、わたしのそばにすすっと近ちかよってきた。

「小こ柴しば、すっかり恋こいに落おちてるみたいだね」

　あっ、やっぱりみなみちゃんも、そう思おもうんだ。

「表ひょう情じょうはあんな感かんじだけど、行こう動どうに表あらわれまくってるよね」

「ね～」

　でも、なんで急きゅうに、こんなふうになっちゃったんだろう？

「ともかく！　明日あした、彼かの女じょに答こたえを聞きいてくるから！」

　小こ柴しばくんは、梅うめ崎さきくんにそう言いいきった。

　答こたえって……生せい徒と会かいに入はいるかどうかっていう？

　きのうの高たか槻つきさんの様よう子すを、思おもい返かえしてみる。

　高たか槻つきさん、断ことわっちゃうのかな……。

　一いち応おう、わたしから連れん絡らくを入いれておいたほうがいいかな？

　小こ柴しばくん、うまく説せっ得とくしてくれるといいんだけど……。
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　その日ひ、私わたし──高たか槻つきひばりは、一いち日にち中じゅうそわそわしていた。

　それというのも、きのう、工く藤どう先せん輩ぱいから来きたメッセージのせいで……。

　小こ柴しば会かい長ちょうが、私わたしの返へん事じを聞ききにやってくる!?　って、落おち着つかなかったんだ。

　昼ひる休やすみには、こなかった。

　ということは、放ほう課か後ご、これから……？

　待まってたほうが、いいのかな？

　でも、会かい長ちょうからは、なにも言いわれてないし……。

　少すこしなやんで、教きょう室しつを出でたときだった。

「高たか槻つきさん、ちょっといいか？」

　うしろから、聞きき覚おぼえのある声こえがした。

　この声こえって……。

　おそるおそる振ふり返かえると、そこにはあんのじょう、会かい長ちょうがいた。

「突とつ然ぜんきて、すまない。少すこしだけ、時じ間かんをいいだろうか？」

「あ……えっと……」

　心こころの準じゅん備びができてなくて、私わたしは思おもわず、一いっ歩ぽ後あとずさってしまう。

　くっ、工く藤どうせんぱーいっ！

　来きてくれるって言いったのに、まだですかー!?

　心こころの準じゅん備びができていないまま、会かい長ちょうが話はなしはじめてしまう。

「先せん日じつの答こたえを聞きかせてもらえないか。僕ぼくとしては、十じゅう分ぶん考かんがえる時じ間かんはあったと思おもうが、君きみには足たりただろうか？」

　えぇ!?　なにも言いってこないと思おもったら、時じ間かんをくれてたつもりだったの!?

　私わたし、この前まえの金きん曜よう日び、すっぽかしたことを、なにか言いわれるかと思おもったんだけど……。

　はたから見みたら、考かんがえる時じ間かんは十じゅう分ぶんにあったかもしれないけど……！

　でも、まだ答こたえは出だせていない。

　とりあえず、今いま言いえることは──。

「ごっ、ごめんなさい……っ！」

　考かんがえがまとまってなくて、言こと葉ばにするには、まだ少すこし時じ間かんがいりそうなんだ。

　もうちょっと待まってもらえるなら、待まってほしくて……。

　今いま、口くちにできるのは、その言こと葉ばだけだ。

　それに、金きん曜よう日びにすっぽかしたから、いたたまれない！

　それだけ言いって、私わたしは会かい長ちょうに背せを向むけて、走はしりだした。

　会かい長ちょうとは、ちゃんと覚かく悟ごを決きめてから、向むきあいたい。

　そう思おもったのに──。

「待まて！」

　えっ……えっ!?

　なんで追おいかけてくるの!?

「廊ろう下かは走はしるな！」

「そこ!?」

　いや、生せい徒と会かい長ちょうだもんね！

　校こう則そく違い反はんの注ちゅう意いくらいするよね!?

　だけど、逃にげる足あしを止とめるなんてできなくて、私わたしは早はや歩あるきで会かい長ちょうを振ふり切きろうとする。

　……うしろからの足あし音おとは、まだつづいている。

　そっと振ふり返かえると、競きょう歩ほのようなフォームで追おいかけてくる会かい長ちょうと、目めがあった。

「なっ、なんで追おいかけてくるんですか!?」

「君きみが逃にげるからだろう？　返へん事じをまだ聞きいてない」

「ごめんなさいって言いったじゃないですか！」

「もう少すこし厳げん密みつにしておきたい。それは『庶しょ務むにはなれません、ごめんなさい』っていう意い味みか？」

　聞きかれて、心しん臓ぞうが止とまりそうになった。

　ちがう、そんな意い味みじゃ……。

「わっ！」

　不ふ自し然ぜんに振ふり返かえったのが、いけなかったらしい。足あしがもつれてしまった。

　ころぶ……!!

　そう思おもって、ぎゅっと目めをつぶったけど、衝しょう撃げきがやってこなくて…………。

　支ささえられてる？

　そっと目めを開あけると、すぐそばに、会かい長ちょうの顔かおがあった。

「あぶなかった……。ちゃんと前まえは見みるように」

「は、はい……」

　身みをおこして、会かい長ちょうのうでは離はなれていったけど、まだ心しん臓ぞうがドキドキいっていた。

　これは、ころぶかと思おもったせい？　走はしったせい？

　それとも……。

　気きがつくと、ひと気けの少すくない場ば所しょに来きていて、私わたしと会かい長ちょう二人ふたりっきりになっていた。

　その状じょう況きょうに、ちょっとあせっちゃったけど、まずは息いきを整ととのえることが先せん決けつだ。

　深しん呼こ吸きゅうをしている私わたしのとなりで、会かい長ちょうもぜーはー言いっていた。

　会かい長ちょう、もしかして、運うん動どう苦にが手て？

　それとも、私わたしを必ひっ死しで追おいかけてたから、そうなっちゃったのかな？

　二人ふたりの息いきが、落おち着ついたころだった。

「迷めい惑わくだったなら、断ことわってくれてよかったんだ。逃にげるほどいやなら……」

　会かい長ちょうが、ぽつりと言いった。

　視し線せんを落おとして、なんだか悲かなしそうで……。

　こんな顔かおをさせたいわけじゃなかったのに……。

「いっ、いやだったわけじゃないんです」

　とにかく誤ご解かいを解ときたくて、私わたしはそう口くちにしていた。

　会かい長ちょうがこっちを向むいて、目めがあう。

「じゃあ、引ひき受うけてくれるのか!?」

「あぁぁそういうわけでもなくて……。どうしたいのか、自じ分ぶんでもわかんないんです、頭あたまの中なかがぐちゃぐちゃで……どう考かんがえても、生せい徒と会かいなんて、私わたしに向むいてないと思おもうし……」

　期き待たいをこめた目めをしてくるから、私わたしはあわてて言いいつのる。

　できないって思おもうけど、会かい長ちょうをがっかりさせたくない。

「じゃあ、君きみが生せい徒と会かいに向むいてることを、納なっ得とくさせられたらいいんだな？」

「え？」

　意い味みがわからなくて聞きき返かえすと、会かい長ちょうは「よし」とうなずいて、背せ中なかを伸のばして向むきなおった。

　いや、「よし」じゃなくて！

「──君きみは仕し事ごとが早はやくて的てき確かくだってことは、前まえにも話はなしたな？　君きみは、今いまの生せい徒と会かいに必ひつ要ような人じん材ざいなんだ。自じ分ぶんが生せい徒と会かいに向むいてないと思おもいこんでるようだが、そんなことはない。人ひと目めが気きになるというのなら、僕ぼくが君きみの盾たてになろう。そもそも表おもてに立たつのは、ほとんどが会かい長ちょうである僕ぼくの仕し事ごとになると思おもうが、それでも全ぜん力りょくで君きみを守まもる。それに、」

「もっ、もういいです！　十じゅう分ぶんわかりました！」
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　なんで止とめるんだ？　って顔かおしてるけど、恥はずかしいことを言いってるって自じ覚かくして！

　顔かおが熱あつくなってて、会かい長ちょうのことを見みられないや……。

　向むいてないっていう気き持もちは、たしかだ。

　それなのに、すぐに断ことわれなかったのは……。

　断ことわってしまったら、もう会かい長ちょうといっしょにすごせなくなるんじゃないかって、思おもってしまったから。

　そんな理り由ゆうで、ずるずると答こたえを引ひきのばして、会かい長ちょうに、ここまで言いわせて……。

　だけど、どうしても、あと一いっ歩ぽが踏ふみだせない。

　会かい長ちょうが、ここまで言いってくれて、うれしかったのに……。

「僕ぼくはどうしても、君きみに庶しょ務むをやってほしい」

　会かい長ちょうが、ぽつりと言いう。

「なっ、なんでそこまで私わたしを？　私わたし以い上じょうにできる人ひとは、いると思おもいますよ……？」

「僕ぼくは、どうやら人ひとに頼たよることが苦にが手てらしい。だが、なぜか君きみが相あい手てなら、できるんだ。でも、それが君きみの負ふ担たんなら、あきらめる。だが、よかったらこれからも、視し聴ちょう覚かく室しつは使つかってくれ。僕ぼくが、君きみの歌うたを聴ききたいんだ」

　まっすぐに私わたしを見みつめて、そう言いってくる会かい長ちょう。

　その瞳ひとみの熱ねつ量りょうに、心しん拍ぱく数すうがあがっていく。

　私わたしの歌うたが、好すきってこと……？

　私わたしにだけは、頼たよれる、って……？

　混こん乱らんした頭あたまでは、理り由ゆうがぜんぜんわからないし、理り解かいできないけど……。

　ここまで言いわれて、断ことわることなんてできない。

「わ、私わたしで、よければ……」

　つい、視し線せんを泳およがせてしまった。

　だって……会かい長ちょうの視し線せんが、あまりに熱ねつ烈れつで、こんなのまるで……。

「あーもー!!　じれったいな!!」

「そこはちゃんとセイレンちゃんのことが好す……もがっ」

「美み波なみ、それ以い上じょうはいけない」

　突とつ然ぜん聞きこえてきた声こえに、飛とびあがりながら目めを向むけると、そこには、副ふく会かい長ちょうと、副ふく会かい長ちょうに口くちをふさがれた女じょ子しがいた。

　そのうしろには、工く藤どう先せん輩ぱいがいて。

　やさしい笑え顔がおで、私わたしたちを見みていた。

　この三人にんって、生せい徒と会かいの先せん輩ぱいたちだよね？

　美み波なみって呼よばれた女じょ子しの先せん輩ぱいは、会かい計けいの松まつ島しま先せん輩ぱいだった気きがする。

　副ふく会かい長ちょうのうでから逃のがれた松まつ島しま先せん輩ぱいが、会かい長ちょうのそばによってきた。

「やったじゃん、小こ柴しば、引ひきうけてもらえて！　小こ柴しば、仕し事ごと抱かかえ込こみすぎだったもん。ちょっとは自じ覚かくした？」

「俺おれたちも、これからは『正まさ臣おみができるって言いってるんだから』みたいに、まかせっぱなしにしないようにするからさ」

　ひじで小こ突づかれている会かい長ちょうを、私わたしは手てで顔かおをあおぎながら見みていた。

　すると、となりに工く藤どう先せん輩ぱいが、すすっと近ちかよってくる。

「よかったね」

「なっ、なにがですか!?」

「うーんとね、高たか槻つきさんが、生せい徒と会かいに入はいるっていう選せん択たく。わたしはよかったと思おもうよ」

「そうですか……？」

　どういうことだろう……？

　工く藤どう先せん輩ぱいが、にこっと笑わらいかけてきた。

「これから一年ねん間かん、よろしくね」

「よろしくお願ねがいします！」

　私わたしがあわてて頭あたまを下さげると──。

「あ～！　ほのかちゃん、一いち番ばん乗のりずるい！　セイレンちゃん、あたしともよろしくね！」

「よろしくなー」

　松まつ島しま先せん輩ぱいと梅うめ崎さき先せん輩ぱいまで近ちかよってきて、あわあわしてしまう。

　というか、『セイレンちゃん』って、なに……？

　会かい長ちょうのことを見みてみると、小ちいさくほほ笑えんでいて。

　落おち着ついたはずの心しん臓ぞうが、またドキドキいいだした。

　生せい徒と会かいで、どんなことが待まち受うけているか、期き待たいと不ふ安あんがまぜこぜになってるからかな？

　がんばろう。

　会かい長ちょうが、あそこまで言いってくれたんだ。

　うまく笑わらえたかわからないけど、私わたしは会かい長ちょうに向むかって口くちの両りょう端はしをあげた。
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　十一月がつに入はいると、街まちは一いっ気きにクリスマスムードになってきた。

　いたるところにイルミネーションが飾かざられて、クリスマスソングが聞きこえてくる。

　なんだかわくわくしてくるけど、そんな雰ふん囲い気きを横よこ目めに、わたしは一つの決けつ意いを固かためようとしていた。




　高たか槻つきさんが入はいってから、生せい徒と会かいは、これまで以い上じょうに、うまくまわるようになっていた。

　小こ柴しばくんが言いったとおり、仕し事ごとは早はやくて的てき確かくだし、みんなの負ふ担たんも減へったんだ。

　生せい徒と会かいに入はいる前まえ、本ほん人にんはあんなに自じ信しんがなさそうだったけど……高たか槻つきさん、変かわったよね。

　わたしと話はなしたときは、迷まよいながらも、断ことわるほうに気き持もちが傾かたむいているように見みえた。

　それを引ひっくり返かえしたんだから、小こ柴しばくんはすごい。

　思おもい込こみを変かえるのって、そうとうなことだよね。

　わたしは、ずっと決きめきれずにいたから……。

　自じ分ぶんの進しん路ろを、選えらばないといけないときが、近ちかづいている。

　受じゅ験けんまでは、まだ一年ねんと少すこしあるけど、三年ねん生せいになったら、きっとあっという間まだ。

　その前まえに、どっちの道みちを選えらぶか、ちゃんと決きめなきゃ……。
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「ほのちゃん！」

　つかさ先せん輩ぱいの声こえに、わたしは振ふり返かえった。

　日にち曜よう日びのお昼ひるすぎ。

　人ひとがあふれる、休きゅう日じつの駅えき前まえでも、つかさ先せん輩ぱいのすがたは、すぐに見みつけることができる。

　私し服ふくもすてきで、手てを振ふりながらこっちに駆かけてくる様よう子すに、「あぁ、好すきだなぁ」なんて、付つき合あいたてのようなことを、思おもってしまう。

　つかさ先せん輩ぱいと会あうときは、いつもそうだ。

　毎まい回かい、あらためて「好すきだなぁ」と思おもって、恥はずかしいくらい。

　いつまでも、付つき合あいたてみたいな気き持もちを持もっていても、いいのかな？

「ごめんね、待まった？」

「いいえ、さっき着ついたばかりです」

　そう言いって笑わらうと、つかさ先せん輩ぱいは、片かた方ほうの手て袋ぶくろを外はずして、かばんにしまった。

　そして、自し然ぜんなしぐさでわたしの手てを取とって、歩あるきだす。

　わわわっ、先せん輩ぱい、わたしと手てをつなぐために、手て袋ぶくろを外はずしたの……？

　はぁぁ……だめだ…………。

　先せん輩ぱいは、自し然ぜんにしているのに、わたしは、ドキドキがおさまらない。

　二人ふたりで過すごす時じ間かんは、こんなにも幸しあわせで、失うしないたくない。

　久ひさ々びさの私し服ふくデートで、うれしいんだけど、今日きょうは話はなさなきゃいけないことがあるんだ。

　そのことを考かんがえると、心こころがかげりそうで……。

「クリスマスモードになるのって、年ねん々ねん早はやくなってない？」

　街まちを彩いろどるイルミネーションを見みあげて、つかさ先せん輩ぱいが言いった。

　広ひろ場ばには、大おおきなクリスマスツリーが飾かざられていて、足あしを止とめる人ひとたちがたくさんいた。

「本ほん当とうに。まだ一か月げつ以い上じょうありますよね」

「でも、このわくわくしてる空くう気き、好すきだな」

　つかさ先せん輩ぱいの笑え顔がおは、ツリーに飾かざられた電でん飾しょくよりも、輝かがやいている。

　その笑え顔がおに、わたしの胸むねはぎゅうっとなって、まぶしさに目めを細ほそめてしまう。

　ふいにつかさ先せん輩ぱいが、ツリーに向むきなおって、パンッと両りょう手てをあわせた。

「ほのちゃんと、ずーっといっしょにいられますように！」

　わたしは、あっけに取とられてしまった。

　それって……。

「……お願ねがいごとするのって、ツリーじゃなくて、七夕たなばたの笹ささじゃありませんか？」

「あっ、ほんとだ！」

　振ふり返かえって、恥はずかしそうに、はにかむつかさ先せん輩ぱいに、ふきだしてしまう。

　つかさ先せん輩ぱいが、ほっとしたかのような顔かおをした。

「やっと笑わらってくれたね、ほのちゃん」

　その言こと葉ばに、心しん臓ぞうがひやっとした。

　わたし、笑わらえてなかった？

　せっかくのデートなのに……久ひさしぶりに会あえたのに……。

　考かんがえごとに気きを取とられて、硬かたい表ひょう情じょうになっていた？

「少すこし前まえから、どこか上うわの空そらな気きがしてさ。俺おれに言いえないこと？　それならそうで、かまわないけど……。いっしょにツリーを見みて、少すこしでも気きがまぎれたらいいなって」

　先せん輩ぱい、気きづいていたんだ……。

　不ふ安あんにさせていたのは、わたしのほうなのに、いつだってわたしのことを考かんがえてくれるつかさ先せん輩ぱいに、泣なきそうになってくる。

　でも、ちゃんと言いわなきゃ。

　今日きょうこそ伝つたえるって、決きめてきたんだ。

「そうじゃないんです。わたし、先せん輩ぱいにずっと相そう談だんしたいことがあって……」

　つかさ先せん輩ぱいは、まっすぐわたしのことを見みている。

　でも、それ以い上じょう、言こと葉ばが出でてこなくて……。

　クリスマスソングが、遠とおくに聞きこえた。

　先さきに口くちを開ひらいたのは、つかさ先せん輩ぱいだった。

「ちゃんと聞きくつもりだけど……。別わかれ話ばなし……だったらつらいな」

　わっ、別わかれ話ばなし!?

　先せん輩ぱいは、じょうだんでもなく、本ほん気きで言いっているみたい。

「えっ、ちがいますよ!?」

　どうしてそんなかんちがいを!?

　わたしの返へん事じに、つかさ先せん輩ぱいは、目めを丸まるくした。

　でも……別わかれ話ばなしではないけど、わたしたちにとって、同おなじくらいつらいことかもしれない。

　だけど、ちゃんと言いわなきゃ。

「あの……。つかさ先せん輩ぱい、わたしがほかの高こう校こうにいったら、裏うら切ぎられたって思おもいますか……？　わたしのこと、きらいになっちゃいますか？」

　あぁ、臆おく病びょうな部ぶ分ぶんが出でて、こんな聞きき方かたになってしまった。

　ちゃんと「ほかの高こう校こうにいきたいんです」って言いうつもりだったのに……。

　こんなふうに聞きかれたら、つかさ先せん輩ぱいだって、困こまっちゃうよね。

「それって……ほかにいきたい高こう校こうがあるってこと？」

　あんのじょう、つかさ先せん輩ぱいは、不ふ安あんそうな顔かおで、そう聞きいてきた。

「わたし、美び術じゅつ科かのある高こう校こうに進すすみたいんです。でも、美び術じゅつ科かのある高こう校こうって、県けん内ないでは、東とう林りん高こう校こうしかないから……」

「うちの高こう校こうには、美び術じゅつ部ぶすらないしね」

　わたしは、小ちいさくうなずくことしかできない。

　京きょう塚づか中ちゅうと美び術じゅつ科かのある東とう林りん高こう校こうとじゃ、東とう林りん高こう校こうのほうが、先せん輩ぱいの高こう校こうと距きょ離りがある。

　東とう林りん高こう校こうにいくことになったら、これまで以い上じょうに、気き軽がるには会あえなくなっちゃうんだ。

　先せん輩ぱいが黙だまりこんで、二人ふたりの間あいだに沈ちん黙もくが落おちた。

　こんなにショックを受うけているつかさ先せん輩ぱいに、なにを言いったらいいのか、わかんないよ……。

「ほのちゃんをきらうだなんて、そんなこと、あるわけない。でも……でも、やっぱりショックだよ」

「そうですよね……」

　先せん輩ぱいに、こんな顔かおをさせてまで、選えらぶ道みちなのかな？

　将しょう来らい、美び術じゅつ系けいの仕し事ごとにつきたいのか、つけるのかっていう迷まよいもある。

　そもそも、高こう校こうに合ごう格かくするかもわからない。

　それなのに、つかさ先せん輩ぱいとすごせる時じ間かんを犠ぎ牲せいにしてまで、美び術じゅつ科かにいきたいの？

　聞きかれたら、即そく答とうできないけど、それでも……。

「────でも、俺おれのために、ほのちゃんが夢ゆめをあきらめるっていうのは、いやだよ」

　きっぱりと言いい切きったつかさ先せん輩ぱいに、わたしは目めを見み開ひらいた。

　伏ふせていた目めをあげると、つかさ先せん輩ぱいは、まっすぐわたしのことを見みていた。

　その目めには、さっきまでの不ふ安あんそうなものはなくて、どこか決けっ心しんしたかのようだった。

「俺おれも本ほん当とうはちょっと、考かんがえてたんだ。ほのちゃんは、俺おれのためにうちの高こう校こうにして本ほん当とうにいいのかなって……。離はなればなれになるなんて、ぜんぜん平へい気きじゃないけど、恋こい人びとの応おう援えんができない彼かれ氏しになんて、なりたくない」

「つかさ先せん輩ぱい……」

　わたし、自じ分ぶんのことだけで、いっぱいになっていた。

　つかさ先せん輩ぱいにも、つらい思おもいをさせちゃうんだ。

　そんなの……。

「俺おれは、応おう援えんするよ。俺おれの受じゅ験けんのときだって、ほのちゃんは応おう援えんしてくれたから……。今こん度どは俺おれが、全ぜん力りょくで応おう援えんする！」

　つかさ先せん輩ぱいが、そんなことを言いってくれる。




　心こころがぐらぐら、揺ゆさぶられちゃうよ……。

　わたしは一度ど目めをつぶって、心こころを決きめて、目めを開ひらいた。

「先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうにいきたい……その気き持もちに、変かわりはないんですけど、美び術じゅつ科かにいきたいっていう気き持もちも、消けせなくて……。わたし、美び術じゅつ科かを受うけたいです」

「その気き持もちを、大だい事じにしよう？　二人ふたりで乗のりこえようよ」

　わたしの両りょう手てをぎゅっと握にぎって、つかさ先せん輩ぱいは、そう言いってくれる。

　がんばりたい。

　がんばってみたい。

　つかさ先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうに通かよえないのは、さみしいけど……。それでも、自じ分ぶんの限げん界かいに挑ちょう戦せんしてみたいんだ。

　わたしは、つかさ先せん輩ぱいの手てを握にぎり返かえした。

「先せん輩ぱい、ありがとうございます。覚かく悟ごが決きまりました。先せん輩ぱいといっしょに、乗のりこえたいです」

　つかさ先せん輩ぱいは、にっこり笑わらって、うなずいてくれる。

　そのうしろで、ツリーがキラキラと輝かがやいていた。
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　心こころを決きめたわたしは、新しん学がっ期き初しょ日にちに、美び術じゅつの先せん生せいのもとを訪たずねた。

　二学がっ期きの中なかごろに、美び術じゅつ科かのある高こう校こうについて、聞きいてみたけど……。

　あのときは、まだはっきりと自じ分ぶんの気き持もちがわかっていなかったから、ごまかしてしまった。

　先せん生せい、今いまさらって思おもうかな？

　もう遅おそいって言いわれたら、どうしよう……。

　そう思おもいながら、放ほう課か後ご、美び術じゅつ準じゅん備び室しつの扉とびらをたたいたんだ。

　すると──。

「工く藤どうさん！　決けっ心しんしたのね！」

　心しん配ぱいする必ひつ要ようは、なかったみたい。

　先せん生せいが、思おもいのほか喜よろこんでくれて、ほっとしたんだ。

「もしかしたらって思おもって、調しらべておいたの。これ、資し料りょう」

　しかも、いろいろ用よう意いしてくれていて、ありがたいほどだった。

　先せん生せいから資し料りょうを受うけ取とって、わたしは目めを通とおしていく。

「うちの中ちゅう学がくから美び術じゅつ科かにいく子こは、今いままでほとんどいなかったんだけど、工く藤どうさんだもの。可か能のう性せいはあるわ。まだ一年ねんとちょっと時じ間かんはあるし、がんばりましょう。私わたしも応おう援えんするから！」

「はい！」

　心こころ強づよいその言こと葉ばに、わたしは大おおきく返へん事じをした。
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　先せん生せいが貸かしてくれた美び術じゅつの本ほんは、大おおきくて分ぶ厚あつくて、なんだか高たかそうなものだった。

　美び術じゅつ大だい学がくで使つかわれる教きょう科か書しょで、先せん生せいの物ものを貸かしてくれたそうだ。

　基き礎そ的てきなことから、しっかり書かいてあって、すごく勉べん強きょうになる。

　デッサンの基き本ほんも、陰かげのつけかたや、物ものの見みかたも、これまで自じ己こ流りゅうだったんだなぁ。

　理り屈くつを知しると、そうだったんだって思おもうことが、いっぱいある。

　そして、思おもったよりも、勉べん強きょうしないといけないことが、いっぱいあるんだなってわかった。

　でも、まだ一年ねんあるんだ。

　できることを、増ふやしていかなきゃ。

　三学がっ期きから、部ぶ活かつだけでなくそれ以い外がいの時じ間かんも、空あいてるときは、先せん生せいが付つき合あってくれることになった。

　美び術じゅつ科か受じゅ験けんに向むけた、わたしの勉べん強きょうが、はじまったんだ。
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　春はる休やすみの近ちかづいたある日ひ、先せん生せいが一枚まいの紙かみを持もってきた。

「美び術じゅつ系けいの高こう校こうを受うける中ちゅう学がく生せいを対たい象しょうに、春しゅん期き講こう習しゅうをやってる予よ備び校こうがあるのよ。塾じゅくみたいなものね。工く藤どうさん、いってみない？」

　予よ備び校こう……。

　美び術じゅつ科かをめざす子こたちが、集あつまるんだ。

「いってみたいです」

「まずは、ご両りょう親しんと相そう談だんしてみてね。この紙かみに、くわしいことは書かいてあるから。きっと、いい刺し激げきになると思おもうわ」

　先せん生せいは、そう言いってくれた。

　お母かあさんたちに相そう談だんしてみると、

「がんばるのよ」

　と、背せ中なかを押おされて、わたしは予よ備び校こうに通かようことになった。
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　ドキドキしながら迎むかえた、予よ備び校こうの初しょ日にち。

　かべにかけられた絵えを見みて、わたしはがく然ぜんとするはめになった。

「レベル……高たかすぎない……？」

　めちゃくちゃうまいんだけど、本ほん当とうにここの生せい徒とが描かいたの？

　美び術じゅつ科かをめざして、勉べん強きょうしてる人ひとたちなんだよね？

　それなのに、こんなにうまいなんて……。

　まわりの受じゅ講こう生せいたちは、平へい然ぜんと授じゅ業ぎょうを受うける準じゅん備びをしているけど……。

「そのあたりは、大だい学がく受じゅ験けんをめざしてる生せい徒とたちの絵えだよ。浪ろう人にん生せいもいるから、あなたより三～四歳さいは年とし上うえの人ひとたちの作さく品ひん」

　うしろから声こえをかけられて、振ふり返かえった。

　ここの先せん生せいみたい。名な札ふだにそう書かいてある。

「そ、そうなんですね」

　ちょっと安あん心しんした……。

　ほかの子こたちに交まじって、わたしも準じゅん備びをはじめるけど……。

　三年ねん後ご、わたしが、あんな絵えを描かけるようになってるのかなぁ。

　なんだか、考かんがえられないや。

　授じゅ業ぎょうがはじまったんだけど、その不ふ安あんは、ますます増ふえていってしまうことになる。

　先せん生せいの指し導どうを受うけながら、デッサンしていくんだけど……。

　わたしは、まわりをちらっと見みてみた。

　みんな、すごくうまいなぁ……。

「工く藤どうさんは、この予よ備び校こうは初はじめてだったよね？　いいセンスしてるし、がんばっていこうね」

　先せん生せいはそう言いってくれるけど、不ふ安あんは拭ぬぐえない。

　ほかの子こたちは、もっと前まえからここに通かよっているんだ。

　一年ねんあるって思おもっていたけど、早はやくから準じゅん備びしている人ひとに、追おいつけるのかな？

　ううん、追おいつくだけじゃなくて、追おいこさないといけないんだ。

　あせっても、うまくはならないとは思おもうけど……。

　不ふ安あんでこわばった心こころは、なかなかほぐれそうになかった。
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　春はる休やすみの最さい終しゅう日び。

　つかさ先せん輩ぱいと会あうことになった。

　春はる休やすみ中ちゅう、部ぶ活かつでバスケ三ざん昧まいだったというつかさ先せん輩ぱいは、たくましくなったみたい。

「ほのちゃん、予よ備び校こうはどうだった？」

　二人ふたりで入はいったカフェで、つかさ先せん輩ぱいがそう聞きいてきた。

　その質しつ問もんに、わたしはずーんと重おもい気き分ぶんになってしまう……。

「えっ、えっ？　聞きいちゃいけなかった!?」

「いえ……。すごく勉べん強きょうにはなったんですけど……」

　予よ備び校こうで出で会あった子こたちの絵えを、思おもいだした。

　初しょ日にちに抱いだいた不ふ安あんのとおり、うまい子こばかりで、講こう習しゅうの間あいだ中じゅう、あせりっぱなしだった。

　先せん生せいにほめてもらえたりもしたけど、課か題だいが見みつかるばかりで……。

「やればやるほど、わたしなんか無む理りって気きがしてきちゃいました……」

　わたしはため息いきをついて、肩かたを落おとした。

「そんなことないよ！　ほのちゃんは、人ひとの心こころを動うごかす絵えを描かく人ひとなんだから」

　先せん輩ぱい……そんなふうに思おもってくれていたんだ……。

「ありがとうございます」

　そう言いってくれてうれしいけど、実じつ力りょく不ぶ足そくなことは変かわらない。

　もっともっと努ど力りょくしなきゃなぁ、と思おもった春はる休やすみだったんだ。

　きのうも、夢む中ちゅうで絵えを描かいていたせいで、ちょっと寝ね不ぶ足そく。

　せっかくつかさ先せん輩ぱいと会あえるんだから、ばっちり準じゅん備びして、迎むかえたかったんだけど……。

　クマ、目め立だっていないよね？

「つかさ先せん輩ぱいは、受じゅ験けんのときって、どんな心こころがまえでしたか？」

　一年ねん近ちかくある、受じゅ験けん生せい生せい活かつ。

　わたし、まだ三年ねん生せいにもなってないのに、不ふ安あんしかないよ……。

「ほのちゃんも知しってるとおり、俺おれは夏なつくらいまで、そんなに本ほん気き出だしてなかったからなぁ。ほら、成せい績せきが下さがっちゃって、ほのちゃん断だちしたんだよね」

「忘わすれるわけないじゃないですか。わたし、『絶ぜっ対たい合ごう格かくしてほしい！』って、ずっと祈いのっていたんですよ」

　ほおをふくらませるわたしに、つかさ先せん輩ぱいは、あわてて謝あやまってくる。

「あはは！　ごめんごめん。あの願がん掛かけのおかげで、俺おれ、本ほん気きギアが入はいって、がんばれたんだよな」

　そう、つかさ先せん輩ぱいの受じゅ験けんが終おわるまで、二人ふたりで会あわないって決きめたんだよね。

　あの日ひ々びは、つらかったけど……。

　つかさ先せん輩ぱいは、ちゃんと覚かく悟ごを決きめて、がんばったんだよね。

　わたしは……。

「ねぇ、ほのちゃん」

　視し線せんをあげると、真しん剣けんな瞳ひとみのつかさ先せん輩ぱいと目めがあった。

　先せん輩ぱい……？

「ほのちゃんも、『願がん掛かけ』をしない？」

「えっ……!?」

　去きょ年ねんやった願がん掛かけを、もう一いち度ど……？

「きのうも、遅おそくまで絵えを描かいてたんじゃない？　ちょっと眠ねむそう」

「う、すみません……」

　がまんできなくて、ちょっとあくびはしちゃったかも。

　気きをつかわせちゃったことが、もうしわけないな。

「ずっと考かんがえてたんだ。一いっ生しょう懸けん命めいがんばってるほのちゃんに、俺おれはジャマになってるんじゃないかって」

「そんなこと……！」

　あるわけない！

　そう言いおうとするけど、つかさ先せん輩ぱいに手てで制せいされた。

「ほのちゃんが、俺おれを好すきでいてくれてることは、わかってる。だけど、俺おれと会あう時じ間かんを減へらせば、絵えの練れん習しゅうをする時じ間かんをもっと取とれるのは、事じ実じつなんだ」

　それは、そうだけど……。

　なにも言いえないわたしに、つかさ先せん輩ぱいはふわりと笑わらってつづける。

「俺おれは、ほのちゃんには絶ぜっ対たいに合ごう格かくしてほしい。『あのときもっとやっていれば』なんて思おもいを、してほしくない。だから、願がん掛かけ」

　先せん輩ぱいの言いっていることは、わかる。

　合ごう格かくできなかったときに、後こう悔かいするのはきっと、わたしだけじゃない。

　つかさ先せん輩ぱいにも、そう思おもわせてしまうんだ。

　そんなのは、絶ぜっ対たいにいやだ。

　あのときああしていればっていう原げん因いんが、わたしだけなら、まだいい。

　だけど、先せん輩ぱいを思おもい悩なやませてしまったら……。

　後こう悔かいしても、しきれない気きがした。

「俺おれのときより長ながいけど、できるかな？」

　つかさ先せん輩ぱい断だち……がんばれるかな？

　つかさ先せん輩ぱいのときは、夏なつ休やすみ明あけからだった。

　わたしが今いまから先せん輩ぱい断だちをするとなると、もっと長ながい。

　一年ねん近ちかくも、先せん輩ぱいに会あえないことになるんだ。

　でも……。

　テーブルにおいた両りょう手てに、グッと力ちからを入いれて、わたしは顔かおをあげた。

「わたし、『願がん掛かけ』したいです。今いまのままじゃ、自じ信しんがなさすぎて……だからって、ここで美び術じゅつ科かの受じゅ験けんを、あきらめることもできないです。つかさ先せん輩ぱい、わたしの『願がん掛かけ』に、付つき合あってくれますか？」

　一年ねん間かんだなんて、すごく長ながい。

　そんなに長ながい間あいだ会あわなくて、『恋こい人びと同どう士し』って言いえるのかな？

　わたしの受じゅ験けんに、先せん輩ぱいを付つき合あわせてもいいのかな……。

　つかさ先せん輩ぱいの手てが、わたしの手てを包つつみこんだ。

「もちろんだよ。いっしょにがんばろう？　ほのちゃんの受じゅ験けんが終おわったとき、俺おれも成せい長ちょうできてるようにするから」

「つかさ先せん輩ぱい……」
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　安あん心しんさせるように、やさしく笑わらって、力ちから強づよくうなずいてくれるつかさ先せん輩ぱい。

　あぁ、この人ひとと付つき合あえて、本ほん当とうによかったなぁ……。

「あの、『先せん輩ぱい断だち』って、メッセージを送おくるのも、だめですか？」

　絵えを描かく時じ間かんを取とるために会あわないんだから、メッセージも控ひかえなきゃいけないのかもしれないけど……。

　それさえもゼロにしちゃったら、さみしくてたえられない気きがしてしまった。

「やり取とりしだすと、止とまらなくなっちゃうからなぁ……。じゃあ、寝ねる前まえの10分ぷんだけっていうのは、どう？」

　先せん輩ぱいが、そう提てい案あんしてくれる。

「それなら、がまんできそうです！」

　本ほん当とうは、もっとやりたいけど……。

　でも、ここはがまんしないといけないところだ。

　ぎゅっとこぶしを握にぎって言いうわたしの頭あたまに、つかさ先せん輩ぱいの手てが触ふれる。

　やさしく髪かみをなでてくるその手てに、なんだか泣なけてきそうで、わたしはあわててまばたきをした。

「合ごう格かくして、次つぎに会あえる日ひを、楽たのしみに待まってるから。ほのちゃんなら、絶ぜっ対たいにできる！」

「絶ぜっ対たい合ごう格かくしてみせますから！　約やく束そくです！」

　そう言いって、わたしたちは、小こ指ゆびを絡からませあった。

　つかさ先せん輩ぱいの笑え顔がおを、目めに焼やき付つけよう。

　この笑え顔がおが胸むねにあれば、乗のり切きれる気きがした。
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　新しん学がっ期きがはじまって、一年ねん生せいが入にゅう学がくしてきた。

　教きょう室しつの窓まどから見み下おろす一年ねん生せいたちは、なんだか小ちいさく見みえて、つい先せん月げつまでは小しょう学がく生せいだったんだよねぇ、なんてしみじみ思おもってしまった。

「私わたしたちも、一年ねんのときは、あんなふうに見みえてたのかなぁ」

　となりでそう話はなすのは、親しん友ゆうの千ち帆ほちゃん。

「どうだろうね？　たった二年ねん前まえのことなのに、ずいぶん遠とおくに感かんじちゃう」

　千ち帆ほちゃんのとなりでそう言いうのは、麻ま友ゆちゃん。

　二人ふたりとも、また同おなじクラスになれたんだ。

　麻ま友ゆちゃんは、彼かれ氏しの天てん神じんくんとも同おなじクラスになれて、うれしそうに笑わらっていた。

　千ち帆ほちゃんの幼おさななじみで彼かれ氏しの坂さか木きくんは、この春はる、サッカーの強きょう豪ごう校こうに転てん校こうしていっちゃった。

　去きょ年ねんとはちがう新あたらしい環かん境きょうに、心こころがさわさわする。

　一年ねん後ごには、もっと変かわっているんだよね。

　そう考かんがえると、なんだか落おち着つかない気き分ぶんになってくるけど……。

「村むら瀬せ先せん輩ぱいも二年ねん前まえ、こうしてほのちゃんのことを見みてたかもよ!?」

「えっ!?　うーん、どうだろう？　入にゅう学がく式しきの日ひは、つかさ先せん輩ぱいもギリギリだったような……？」

　つかさ先せん輩ぱいは、入にゅう学がく式しきに遅おくれそうになっていたわたしを、自じ転てん車しゃのうしろに乗のせて、学がっ校こうまで送おくってくれたんだ。

　思おもい返かえしてみれば、先せん輩ぱいも初しょ日にち早そう々そうに、遅ち刻こくしそうになっていたんだよね？

　でも、そのおかげで、つかさ先せん輩ぱいと出で会あうことができたんだ。

　もしあの場ば所しょで出で会あえていなかったら、わたしたち、どうなっていたんだろう？

「それにしても、一年ねん間かん会あわないって決きめちゃうなんて、ほのちゃん本ほん気き!?」

「本ほん気きだよ」

　二人ふたりに話はなしたら、すっごくおどろかれてしまった。

「会あえる距きょ離りにいるのに会あわないなんて、わけわかんないよ～」

「千ち帆ほちゃんにそう言いわれると、フクザツなんだけど……」

　坂さか木きくんがいるのは、県けん外がいなんだもんね。

　わたしたち以い上じょうに、会あえない距きょ離りなんだ。

「千ち帆ほちゃん、会あえない時じ間かんを乗のりこえる心こころがまえがあったら、聞きいてみたいな」

「えぇー？　私わたしも、まだ遠えん距きょ離り恋れん愛あいがはじまったばっかだしなぁ。でも、メッセージのやり取とりは、いっぱいしようねって言いってる」

「メッセージ……メッセージかぁ……」

「悠ゆう馬ま、『気きが向むいたらな』とか言いうから、怒おこっちゃったんだけど実じっ際さい離はなれたら、けっこうあっちから送おくってくるんだよね」

　幸しあわせそうな千ち帆ほちゃんの表ひょう情じょうを見みたら、あったかい気き持もちになった。

　麻ま友ゆちゃんが、ひょこっと顔かおをのぞかせてくる。

「村むら瀬せ先せん輩ぱいは、あんまりメッセのやり取とりしない人ひとなの？」

「ううん、そんなことないよ。ただ、受じゅ験けんに集しゅう中ちゅうするために会あわないんだから、メッセージのやり取とりも、最さい小しょう限げんにしようってことになって……」

「たしかに、私わたしも、一いち日にち中じゅう、何なん回かいもスマホ見みちゃってるかも」

「でも、ほのかちゃん、よく耐たえられるね？」

「まだはじまったばかりだから、この先さきも耐たえられるか、ちょっと不ふ安あんなんだけどね……」

　先さきは長ながいんだ。

　本ほん当とうにがんばらなきゃなって、気き合あいを入いれなおした。

「つかさ先せん輩ぱいも、提てい案あんするのは、不ふ安あんだったと思おもうんだ。だから、がんばって、ぜったいに乗のり切きらなきゃとは、思おもうんだけど……」

「相あい手てを信しんじてないと、提てい案あんできないことだよね！」

「先せん輩ぱいのほうから言いってくれたんでしょ？　ほのかちゃん、愛あいされてるね」

　二人ふたりからそう言いわれて、わたしの顔かおが、一いっ気きに熱あつくなる。

「つかさ先せん輩ぱいの受じゅ験けんのときは、会あわないっていっても、同おなじ校こう内ないにはいたでしょ？　ぐうぜんでも、すがたを見みかけることはあったけど、今こん回かいはちがうから……」

「メッセージがダメなら、手て紙がみとかは？」

　手て紙がみかぁ……。

　千ち帆ほちゃんの提てい案あんに、ちょっと心こころが揺ゆれちゃうけど。

「でも、手て紙がみを書かくほうが、時じ間かん取とられちゃうかも」

「好すきな人ひとへの手て紙がみだもんね。あたしも書かくとなったら、めちゃめちゃ悩なやんじゃいそう」

　そう言いって、花はなのように笑わらう麻ま友ゆちゃんはかわいくて、こんな麻ま友ゆちゃんから手て紙がみをもらったら、天てん神じんくん、うれしくて倒たおれちゃうんじゃないかな？

「ならさ！　絵え手て紙がみっていうのは!?」

「絵え手て紙がみ……？」

「うん、そう！　絵え手て紙がみだったら、ハガキサイズでいけるし、絵えの練れん習しゅうにもなるし、一いっ石せき二に鳥ちょうじゃない!?」

　絵え手て紙がみか……。

　それ、いいかも！

「あ、でも……つかさ先せん輩ぱい、お返へん事じくれるかな……？」

「ほのちゃんの頼たのみなら、断ことわらなそうだけど……。聞きくだけ聞きいてみなよ！」

　わたしは早さっ速そく、スマホを取とりだした。

　返へん事じはすぐに来きて、

『絵えはあんまり上じょう手ずじゃないけど……。ほのちゃんのためになるなら！』

　の文ぶん面めんに、三人にんで喜よろこびあった。

　そうしているうちに、また通つう知ち音おんが鳴なったから、スマホを見みてみると──。

『ほのちゃんの絵え手て紙がみ、すごくうれしい。楽たのしみにしてるね』

　うれしい……。

　そんな一ひと言ことだけでも、こっちまでうれしくなっちゃう。

　つかさ先せん輩ぱいには、がまんさせちゃってるかなって思おもっていたから、少すこしでも喜よろこばせることができて、本ほん当とうによかった。
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　数すう日じつ後ご。

　わたしが送おくった絵え手て紙がみの返へん事じが届とどいた。

　絵え手て紙がみのやり取とりをするって決きめた日ひに見みた桜さくらがきれいだったから、それを描かいて送おくったんだけど、つかさ先せん輩ぱいはなにを描かいたんだろう？

　裏うら返がえしてみると──。

「えぇ!?」

　たしかに「絵えはあんまり上じょう手ずじゃない」って言いってたけど……！

　上うえのほうには、『ほのちゃん』って書かいてあるけど、絵えのほうは、なんていうか……。

「が、画が伯はくだ……」

　意い外がいだ……。

　つかさ先せん輩ぱいって、なんでもうまくできるのかと思おもっていた。

「でも、これはこれで、味あじがあるかも」

　思おもわず笑えみがこぼれてしまう。

　これから、何なん通つうやり取とりができるだろう？

　そのどれもが、宝たから物ものになりそうな気きがした。
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　つかさ先せん輩ぱいは、かならず絵え手て紙がみを返かえしてくれて、やり取とりはつづいた。

　つかさ先せん輩ぱいの顔かおを見みられない、長ながい、長ながい一学がっ期き。

　もし、なにもやり取とりをしていなかったら、さびしくて、先せん輩ぱい断だちなんて止やめる！　って、泣ないていたかもしれない。

　でも、部へ屋やのコルクボードに飾かざった絵え手て紙がみが、ボードからはみ出でそうになっているのを見みると……何なん度どでも、がんばろうって思おもえるんだ。

　そろそろ、アルバムを用よう意いしたほうがいいかも。

　そんな日ひ々びを、過すごしているうちに、夏なつ休やすみがやってこようとしていた。
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「受じゅ験けん生せいの夏なつ休やすみは～!?」

「ぜんぜん休やすみじゃないのです～～～!!」

「「はぁ…………」」

　ため息いきをついて、テーブルにうなだれたのは、麻ま友ゆちゃんと千ち帆ほちゃん。

「だから勉べん強きょうしてるんだろ？」

　ソムリエエプロンをつけた天てん神じんくんが、二人ふたりの顔かおのそばに、お冷ひやをおいていく。

　夏なつ休やすみに入はいって、わたしたち三人にんは、天てん神じんくんのおうちのカフェ・アポロに来きていた。

　受じゅ験けん生せいの夏なつは、遊あそんでいる場ば合あいじゃない。

　だけど、たまには息いき抜ぬきがないと、爆ばく発はつしちゃうよね。

　だからわたしたちは、勉べん強きょうするという名めい目もくで、アポロに集あつまったんだ。

　いちおう、勉べん強きょうもする気きではあるよ！

　でも、ちょっとくらいおしゃべりするのも、許ゆるされるよね？

「っていうか、天てん神じんくんは、今日きょうもおうちのお手て伝つだい？　受じゅ験けん生せいなのに、勉べん強きょうはいいの？」

　むくりとおきあがって、千ち帆ほちゃんが尋たずねた。

　天てん神じんくん、三年ねん生せいになってからずっと、放ほう課か後ごは、お店みせの手て伝つだいをしているらしいんだよね。

　毎まい日にち、ホームルームのあと、いそいで帰かえっていく。

　せっかく麻ま友ゆちゃんと同おなじクラスになったのに、麻ま友ゆちゃんとの時じ間かんが減へっちゃってるみたいだけど……。

「夜よるに、ちゃんとやってるよ」

「じゃあ、麻ま友ゆちゃんとのデートはー!?」

「とっ、ときどきしてるよ！」

「それはそれで腹はら立たつな」

　と千ち帆ほちゃん。

「どうしろと!?」

　これ以い上じょうはたまらない、というように、天てん神じんくんは裏うらに引ひっこんでしまった。

　ひとまずは、今日きょうの目もく的てきである勉べん強きょうをしなくちゃね。

　わたしたちは、問もん題だい集しゅうを広ひろげた。

　天てん神じんくんが、注ちゅう文もんした飲のみ物ものを持もってきてくれたところで、ちょっと中ちゅう断だんしたけど、わたしたちは、もくもくと問もん題だいを解といていった。

「え～ん！　ここもまちがってる～！」

「う、わたしもだ……」

　答こたえあわせをしながら、悲ひ痛つうな声こえをあげる麻ま友ゆちゃんに、わたしも肩かたを落おとす。

　夏なつ休やすみも、絵えの予よ備び校こうに通かよっているけど、勉べん強きょうのほうも、もうちょっとがんばらなきゃなぁ。

「ていうか、ほのちゃんって、東とう林りんの美び術じゅつ科かを受うけるんだよね？　学がっ科か試し験けんもあるの？」

「三教きょう科かだけだけど、あるんだよ……。それに、学がっ校こうの勉べん強きょうを、おろそかにするわけにもいかないしね」

　絵えが重じゅう視しされるらしいけど、それでも学がっ科か試し験けんを、まったく見みないっていうわけでもない。

　それに……。

　話はなしているところに、天てん神じんくんがやってきた。

「今いま、きりがいい感かんじかな？　だったら、これどうぞ」

　そう言いって、テーブルにおかれたのは──。

「パフェだ!!」

　色いろめき立たつわたしたちの前まえに、小こぶりの桃ももパフェをならべる天てん神じんくん。

　わたしたちは、バサバサと問もん題だい集しゅうを閉とじて、テーブルの上うえを片かたづけていく。

「俺おれが考かんがえた新しんメニューなんだ。試し作さく品ひんだから、サービス。あとで味あじの感かん想そうを教おしえてよ」

「えっ、裕ゆう貴きくん、いいの？」

「もちろんだよ。麻ま友ゆ、桃もも好すきだったよね？」

「うん！」

　あれ……？

「ごゆっくり」と言いって、裏うらにもどっていく天てん神じんくんを見み送おくってから、わたしと千ち帆ほちゃんは、麻ま友ゆちゃんをにっこりと見みつめた。

「な、なに……？」

「いやぁ？　だって……ねぇ？」

「千ち帆ほちゃん！　からかうのはよくないよ！」

　麻ま友ゆちゃんたち、いつの間まに、名な前まえで呼よびあうようになったんだろう？

　二人ふたりの仲なかが順じゅん調ちょうで、なんだかわたしまでうれしくなってしまう。

「名な前まえ呼よび、いいね」

「なっ、なりゆきで……！　それに二人ふたりだって、彼かれ氏しのことを、名な前まえで呼よんでるでしょ!?」

　あわてる麻ま友ゆちゃんは、ほおを赤あかくしていて、すごくかわいい。

　二人ふたりして、麻ま友ゆちゃんをにこにこと見み守まもってしまった。

「もうっ！　アイスが溶とける前まえに食たべよう!?」

「はーい」

「まゆちゃん、ごめんごめん」

　桃もものパフェは、小こぶりながらも、生なまクリームの甘あまさのバランスがよくて、みんなであっという間まに食たべてしまった。
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　天てん神じんくん、今いますぐにでも、お店みせを継つげるんじゃない？

「名な前まえ呼よびだし、気きが利きくし、料りょう理り上じょう手ずだし、天てん神じんくんは、本ほん当とうにいい彼かれ氏しだねぇ」

「いい彼かれ氏しの基き準じゅん、そこ!?　ちほちゃんだって、坂さか木きくんとよくメッセージのやり取とりや、電でん話わしてるって言いってなかった？」

「悠ゆう馬ま、忙いそがしいみたいで、あんまり連れん絡らく取とってなくて……」

　そう言いうと、千ち帆ほちゃんは、微び妙みょうに暗くらい顔かおになって、ため息いきをついた。

　まさかの事じ実じつに、わたしと麻ま友ゆちゃんは、顔かおを見みあわせる。

「ゴールデンウィークに、一いち度ど帰かえってくるっていうのもなくなっちゃったし、夏なつ休やすみに入はいったのに連れん絡らくもないんだよ。これじゃあ夏なつも帰かえってくるのかどうか……」

「千ち帆ほちゃん……」

　わたしたちは、かける言こと葉ばが見みつからない。

　近ちかくにいても、いっしょに過すごす時じ間かんをなかなか取とれない麻ま友ゆちゃん。

　離はなれているせいで、相あい手てのことがわからない千ち帆ほちゃん。

　うまくいっているように見みえて、みんな、いろいろ抱かかえているんだなぁ……。

「でも！　まずは目めの前まえのことやらなきゃね！」

　しんみりしちゃった空くう気きを吹ふき飛とばすかのように、気き合あいの入はいった声こえをあげる、千ち帆ほちゃん。

「そうそう！　受じゅ験けんを無ぶ事じに、乗のり切きろう！」

　と、声こえをそろえる麻ま友ゆちゃん。

　うん、わたしだって、めそめそしている場ば合あいじゃない。

　つかさ先せん輩ぱいと会あわないって決きめたのは、自じ分ぶんなんだし。

　ここでぐずぐずしていても、いいことなんて、一つもない。

　カラ元げん気き？

　それでも、前まえに進すすむしかないんだ。

「三人にんとも、絶ぜっ対たいに志し望ぼう校こう合ごう格かくしようね！」

　わたしがそう言いうと、千ち帆ほちゃんと麻ま友ゆちゃんと目めがあって、三人にんでこぶしを作つくる。

「もちろんだよ、ほのちゃん！」

「おー!!」

　こんなとき、友ともだちの存そん在ざいって、ありがたいな。

　みんな、それぞれにがんばっているんだもん。

　つらい日ひ々びも、みんながいるから、乗のりこえられる気きがするよ！







[image: 10　友だちがいるから]

　絵えの予よ備び校こうにいったり、仲なかよし三人にん組ぐみで勉べん強きょうしたりしているうちに、長ながいと思おもっていた夏なつ休やすみは、あっという間まにすぎてしまった。

　つかさ先せん輩ぱいからの絵え手て紙がみがくるのは、だいたい週しゅうに一回かい。

　夏なつ休やすみの間あいだ、先せん輩ぱいは、バスケ部ぶで部ぶ活かつをがんばっていたみたい。

　三年ねん生せいが引いん退たいして、レギュラーに選えらばれたんだって。

　つかさ先せん輩ぱいががんばっているから、わたしももっとがんばろうっていう気き持もちになるんだ。

　会あえないけれど、そばではげましてもらっている気きがした。
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　そうして夏なつ休やすみが終おわって、新しん学がっ期き。

　さっそく、模も擬ぎ試し験けんがあって、今日きょうはその結けっ果かが返かえってきたんだけど……。

「やばい……これはやばい……」

　休やすみ時じ間かん、わたしの席せきにふらふらとやってきた千ち帆ほちゃん。

　今こん回かいの模も試しは、志し望ぼう校こうの合ごう格かく判はん定ていが出でるものだったんだ。

　となりの席せきの麻ま友ゆちゃんも、さっきからどんよりしているけど……。

「ほのちゃん、どうだった？」

「東とう林りん高こう校こうはＡ判はん定ていだったけど……」

「うわぁーん！　ほのちゃんばっかり結けっ果かが出でてるー！」

　千ち帆ほちゃんたちがどうだったかは、わからないけど……。

　三人にんで勉べん強きょうしたのに、わたしだけＡ判はん定ていだったら、そう言いわれちゃうよね!?

「で、でも、美び術じゅつ科かは実じつ技ぎ試し験けんもあるから、わかんないよ……！」

「大だい丈じょう夫ぶ……ほのちゃんが、りっぱなんだよ。私わたしのは、自じ分ぶんの努ど力りょく不ぶ足そくだっていうのは、わかってるから」

　肩かたを落おとす千ち帆ほちゃんに、わたしはあせってしまう。

　よけい落おちこませちゃった!?

「合ごう格かく判はん定ていは、あくまで今いまの判はん定ていでしかないよ！」

　本ほん番ばんの試し験けんで、同おなじ問もん題だいが出でるわけじゃない。

　だから、今こん回かいの結けっ果かで、合ごう格かく確かく実じつっていうことでもないし、絶ぜっ対たいにむりってことでもないんだ。

「まだ、四か月げつもあるんだよ。どうなるか、わからないじゃない？　いっしょにがんばろうよ」

「そっか……そうだよね」

　千ち帆ほちゃんが納なっ得とくしてくれて、ほっとした。

　だけど……。

　わたしは、さっきの自じ分ぶんの言こと葉ばを、思おもい返かえした。

　そう、美び術じゅつ科かは、実じつ技ぎ試し験けんがあるんだ。

　というかむしろ、そっちのほうが重じゅう要ようなんだ……と思おもうと、また不ふ安あんがわいてきて、うつむいてしまう。

「ほのかちゃん？」

「えっとね、今こん回かいの模も試しって、五教きょう科かの試し験けんだったでしょ？　だから、Ａ判はん定ていっていっても、それは学がっ科か試し験けんの判はん定ていでしかないんだよね……。実じつ技ぎ試し験けんの判はん定ていがついたわけじゃないから……」

　春はる休やすみにつづいて、夏なつ休やすみにも、絵えの予よ備び校こうに通かよっていた。

　予よ備び校こうの先せん生せいには、よくなっているって言いわれたけど、いっしょに通かよっているまわりの子こたちだって、同おなじように上じょう達たつしている。

　だから、ぜんぜん不ふ安あんは拭ぬぐえなくて……。

「勉べん強きょうは、やったぶんだけ結けっ果かが出でるけど、絵えの上じょう達たつは、数すう字じでは測はかれないでしょ？　がんばっているつもりでも、自じ分ぶんが今いま、どの位い置ちにいるのか、わからないんだ」

　わたし、ちゃんとやれているのかな？

　からまわっていないかな？

　がんばっている気きになっているだけで、むだな努ど力りょくをしていない？

　ときどきこうして、不ふ安あんの渦うずに、おぼれそうになってしまう。

「つかさ先せん輩ぱいにも、がまんさせちゃっているのに……うしろ向むきになっちゃだめだよね。絵えが好すきだから、美び術じゅつ科かを目め指ざそうと思おもったのに、なんだか、本ほん当とうに絵えを描かきたいのか、わかんなくなってきちゃった……」

　ぽろりと、弱よわ音ねがこぼれ落おちてしまった。

　終おわりの見みえない道みちのりに、心こころが折おれかけているのかもしれない。

　どうしたら、自じ信しんを持もてるの？

　うつむきかけたわたしの手てを、がしっと掴つかむ人ひとがいた。

「ほのちゃん！　好すきっていう気き持もちを、信しんじなきゃだめだよ！」

「そうだよ！　気き持もちで負まけちゃだめ！」

　左ひだり手てを千ち帆ほちゃん、右みぎ手てを麻ま友ゆちゃんに掴つかまれて、わたしは二人ふたりからの言こと葉ばを浴あびた。

　二人ふたりとも……。

「ほのちゃんの絵えは、すごくすてきだよ！　うまいだけじゃなくて、こう……なんか伝つたわってくるものもあって！」

「そうだよ！　自じ分ぶんのことが信しんじられないなら、ほのかちゃんの絵えが好すきだって思おもう、あたしたちを信しんじて？」

　口くち々ぐちにそう言いわれて、わたしの心こころの中なかに、じわじわとあたたかいものが広ひろがってくる。

　千ち帆ほちゃん、麻ま友ゆちゃん……。

　二人ふたりが言いってくれたことなら、信しんじられる。

「ありがとね。二人ふたりだって、不ふ安あんなのに……。弱よわ音ねを吐はいてちゃ、だめだよね」

「弱よわ音ね吐はいてもいいじゃん。私わたしだって、さっきまでグチグチ言いってたよ？」

「そうそう。長ちょう期き戦せんなんだし、じゃんじゃん吐はきだしていこ！」

　ぶんぶん手てを振ふりながら話はなす二人ふたりに、笑えみがこぼれてきた。

　二人ふたりだって、不ふ安あんなのは同おなじなんだ。

　それなのに、こんなにはげましてくれて……。

「進すすめてるか、わからなくても、きっとなにかしらは変かわってるはずだよ。一いち問もん一いち問もん、一ひと筆ふで一ひと筆ふでやっていったら、成せい長ちょうできてるはず！」

「そうだよね……。全ぜん員いんで合ごう格かくしようね！」

「そうと決きまれば……ほのちゃん！　ここ教おしえてー！」

「もー、ちほちゃんったら」

　そうして、三人にんでふき出だしてしまった。

　今いまの時じ期き、不ふ安あんなのは、みんないっしょ。

　やれることを、やっていかなきゃだね！
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　一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ進すすんでいる。

　進すすんでいるって信しんじる……！　と言いい聞きかせながら、毎まい日にちがすぎていく。

　夏なつにたくさん描かいた絵えのうちの一枚まいを、美び術じゅつの先せん生せいが、県けんのコンクールに送おくってくれていて、審しん査さ員いん特とく別べつ賞しょうを取とることができた。

　特とく別べつ賞しょうっていうのが、どれくらいすごいのかはわからないけど……。

　少すこしだけ、自じ信しんがついたかもしれない。

　一人ひとりでも、審しん査さ員いんの人ひとが、目めをとめてくれたってことだもんね。

　自じ信しんがついた……って、そう思おもい込こもうとしているだけなのかも？

　でも、思おもい込こみだって、「できる」と思おもうのって、大だい事じかもしれない。

　少すくなくとも、マイナス思し考こうでいるよりは、ぜんぜんいい。

　そうして日ひ々びを過すごしているうちに、十二月がつが終おわろうとしていた。




　　　　[image: くぎり]




　テレビから流ながれる除じょ夜やの鐘かねを聞きいてから、明あけた元がん日じつの朝あさ。

　カーテンを開あけてみると──。

「雪ゆきだ！」

　窓まどの外そとは、一いち面めんの銀ぎん世せ界かいが広ひろがっていた。

　寝ねる前まえには、降ふっていなかったはずなのに……。

　この地ち域いきでは、雪ゆきが積つもることは少すくない。

　すっごく寒さむいけど、久ひさしぶりに見みる雪ゆき景げ色しきに、わたしの心こころは高たか鳴なっていた。




　一階かいのリビングに降おりてみると、テーブルの上うえには、ごちそうがならんでいた。

「お母かあさん、おはよう。あけましておめでとう」

「おはよう、ほのか。それから、お誕たん生じょう日びおめでとう」

　そう、今日きょうは元がん日じつであるとともに、わたしの誕たん生じょう日びでもあるんだ。

　だから、テーブルの上うえには、おせちといっしょに、バースデーケーキもならんでいる。

　うちでは見み慣なれた光こう景けいだけど、なにも知しらない人ひとが見みたら、びっくりするかも。

　毎まい年とし、豪ごう華かにしてくれて、ありがたいな。

「今こ年としも司つかさくんと、初はつもうでにいくの？」

　お母かあさんの言こと葉ばに、ドキッとする。

「約やく束そくしてないからなぁ。それに、願がん掛かけ中ちゅうだし……」

　去きょ年ねんはいっしょにいったから、お母かあさんからそんなふうに聞きかれちゃった。

　二年ねん前まえ、今いまと同おなじように、先せん輩ぱい断だちの願がん掛かけをしていたときのことを思おもいだす。

　あのときは、いっしょにいったんだよね。

　でも、となりにいたわけじゃなくて、少すこし距きょ離りをおいて、電でん話わしながら、お参まいりしたんだ。

　つかさ先せん輩ぱい、絵え手て紙がみでは、初はつもうでのことに、なにも触ふれていなかった。

　メッセージのやり取とりも、できるだけしないようにしているから、どうするのか話はなせていない。

「受じゅ験けん生せいには、お正しょう月がつも誕たん生じょう日びもないんだよ～」

　そう言いいながら、わたしはテーブルにうなだれてしまった。

　それに、今日きょうはとても寒さむいし、お出でかけしたら、かぜをひいちゃうかも。

　おとなしく、家いえで勉べん強きょうしておこうかな。

「少すこしくらいお祝いわいしても、バチは当あたらないでしょ？　ケーキは食たべましょうね。それに、これ」

「年ねん賀が状じょうだ！」

　お母かあさんから年ねん賀が状じょうを受うけ取とって、一枚まいずつ見みていく。

　千ち帆ほちゃんと麻ま友ゆちゃんから来きている。

　二人ふたりとは、送おくりあおうって約やく束そくしていたんだよね。

　それに、美び術じゅつ部ぶの後こう輩はいたちからも……あっ、レナ先せん輩ぱいからも来きている！

　そうして見みていった、最さい後ごの一枚まいは──。

「つかさ先せん輩ぱい……」

　手て描がきのイラスト入いりなのは、これまで絵え手て紙がみを描かいてきたからなのかな？

　味あじのあるイラストなのは、あいかわらずだけど、毎まい週しゅう一枚まい描かいていたせいか、最さい初しょに比くらべたら、すごくうまくなっていて……。

　つかさ先せん輩ぱいといっしょに、わたしもうまくなっているのかなって思おもったら、ふふっと笑えみがこぼれてしまった。





あけましておめでとう

今日きょうのお昼ひるの１時じ、ポストを見みてね






　イラストにそえられていたメッセージに、わたしは首くびを傾かしげた。

　時じ間かん指し定てい？

　ポストに、なにか入いれておいてくれるのかな？

　せっかくだから、顔かおを見みたいって気き持もちがあるけど……。

　だめだめ！　先せん輩ぱいが気きをつかってくれているんだ！

　ちゃんと、おとなしく待まっておかなきゃね。
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　おとなしく、なんて思おもいながらも、結けっ局きょく午ご前ぜん中ちゅうは、そわそわしっぱなしだった。

　今日きょうくらいは、ゆっくりしようと思おもっていたんだけど……。

　落おち着つかなくて、わたしはリビングで参さん考こう書しょを開ひらいていた。

「ほのか、正しょう月がつくらいは、ゆっくりしたらどうだ？　ずっとがんばってきたんだし」

　なんて、お父とうさんに言いわれる始し末まつ。

　ひとまず参さん考こう書しょは閉とじて、クロッキー帳ちょうにらくがきすることにした。

　お昼ひるを軽かるく済すませたところで、ポストのほうから、カタンという音おとが聞きこえた。

　つかさ先せん輩ぱい、来きたのかな？

　走はしっていきたいけど、がまん……だよね！

　１分ぷんくらい待まって、物もの音おとがしないことを確かく認にんしてから、ポストを見みにいった。

「手て紙がみ……？」

　切きっ手ての貼はっていないその手て紙がみには、予よ想そうどおり、裏うらにつかさ先せん輩ぱいの名な前まえが書かいてあった。

　少すこし厚あつみがあるようだけど……？

　わたしは急いそいで自じ分ぶんの部へ屋やにいって、手て紙がみの封ふうを切きる。





ほのちゃん、あけましておめでとう。

年ねん賀が状じょう、ちゃんと今日きょう届とどいたかな？

今日きょう、初はつもうでに誘さそえなくてごめんね。

やっぱり願がん掛かけ中ちゅうだから、直ちょく接せつ会あうのはダメかなって思おもって……。

一年ねんって、本ほん当とうに長ながいね。

でも、あとちょっとだから、いっしょにがんばろう！

俺おれがレギュラーに選えらばれた話はなしは、夏なつにしたよね？

今いま、冬ふゆの大たい会かいで勝かち進すすんでるんだ。

ほのちゃんが、がんばってるんだから、俺おれも負まけていられないよね。

最さい近きん、俺おれも自じ分ぶんの進しん路ろのことを考かんがえててさ。

スポーツ教きょう育いくの方ほう向こうに進すすめたらなって思おもってるよ。

今こん度ど会あえたら、ゆっくり話はなし聞きいてほしいな。

普ふ通つうの手て紙がみは、絵え手て紙がみよりいっぱい書かけるから、つい長なが々ながと書かいちゃうね。

今日きょう、手て紙がみを書かいたのは、ほのちゃんにお守まもりをわたしたかったからなんだ。

京きょう塚づか神じん社じゃの、合ごう格かく祈き願がんのお守まもりだよ。

もしかしたら、ほのちゃん、初はつもうでには、いかないかもしれないって思おもって、

代かわりにお祈いのりしてきたんだ。

絵え馬まも書かいてきたから、神かみ頼だのみはバッチリだよ！

あとはほのちゃんのがんばり次し第だいだけど、これも大だい丈じょう夫ぶだと俺おれは思おもってるよ。

あと少すこし、いっしょに乗のり切きろうね。







[image: ]



　手て紙がみを読よんでいる間あいだ、ずっとドキドキしていた。

　つかさ先せん輩ぱいに、となりで語かたりかけられているようで……。

「進しん路ろ決きめたんですね」とか。

「なんで初はつもうでいかないってわかったんですか？」とか。

　すぐにでも聞ききたいことで、いっぱいだった。

　封ふう筒とうのふくらみは、お守まもりだったんだ。

　いっしょに入はいっていた小ちいさな袋ふくろには、若わか草くさ色いろの合ごう格かくお守まもりが入はいっていた。

　いつだったか、先せん輩ぱいに手て作づくりのお守まもりをわたしたときのことを、思おもいだした。

　あのときとは逆ぎゃくの立たち場ばになったんだなぁって、ほおがゆるんでくる。

　不ふ安あんは、まだ少すこしある。

　ううん。本ほん当とうは、かなりある。

　だけどつかさ先せん輩ぱいが「大だい丈じょう夫ぶ」って言いってくれたから、その言こと葉ばを胸むねに、まだがんばれると思おもう。

　本ほん当とうに、あと少すこしなんだ。

　絶ぜっ対たいに乗のり切きってみせるよ！
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　そうして三学がっ期きがはじまって、最さい初しょの入にゅう学がく試し験けん。

　つかさ先せん輩ぱいからもらったお守まもりは、かばんにつけている。

　わたしは、そのお守まもりを、片かた手てできゅっと握にぎりしめた。

　こうしていると、つかさ先せん輩ぱいがそばで「がんばれ」って言いってくれているような気き持もちになるんだ。

　わたしは顔かおをあげて、受じゅ験けん会かい場じょうの門もんを見みすえる。

　さぁ、いってこよう！







[image: 12　たとえ離れても]

　きのうの夜よるは、よく眠ねむれなかった。

　合ごう格かくが発はっ表ぴょうされるのは、ちょうど授じゅ業ぎょう中ちゅうなんだ。

　だから、朝あさからそわそわしっぱなしで……。

　時じ間かんになったら、高こう校こうのホームページで見みられるんだって。

　休やすみ時じ間かんになってすぐ、わたしは職しょく員いん室しつに向むかった。

　先せん生せいがチェックしてくれているんだ。

　廊ろう下かを曲まがろうとしたところで、美び術じゅつの先せん生せいに出でくわした。

「工く藤どうさん！　落おち着ついて聞きいてね。合ごう格かく発はっ表ぴょうだけど……」

　先せん生せいの表ひょう情じょうは、緊きん張ちょうでこわばっている気きがした。

　そして、その言こと葉ばにつづいたのは──。
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　放ほう課か後ご。

　わたしは、いつもつかさ先せん輩ぱいと待まちあわせしていた公こう園えんに来きていた。

　結けっ果かがどうであろうとも、一いち度ど会あおうって、先せん輩ぱいと約やく束そくしていたんだ。

　先せん輩ぱい、この結けっ果かのこと、どう思おもうかな……。

　困こまらせちゃわないかなって、不ふ安あんになってくる。

「ほのちゃん！」

　わたしを呼よぶ声こえに、ぱっと顔かおをあげた。

　つかさ先せん輩ぱいが、どこか緊きん張ちょうした表ひょう情じょうで、駆かけてくる。

　首くびもとには、マフラーが巻まかれている。

　二年ねん前まえに、わたしが編あんだマフラー、まだ使つかってくれているんだって、心こころがあたたかくなった。

「久ひさしぶりだね。元げん気きだった？」

「はい……！　先せん輩ぱいは、少すこし背せが伸のびましたか？」

「わかる？　ちょっとだけどね」

　久ひさしぶりに会あうつかさ先せん輩ぱいに、ドキドキしてきてしまう。

　それは先せん輩ぱいも同おなじのようで、ほおが赤あかくなっているのは、きっと寒さむさのせいだけじゃないんだろう。

　手て袋ぶくろを外はずした手てをつないで、わたしたちは、ベンチへと向むかう。

　ベンチに座すわって、深しん呼こ吸きゅう。

　結けっ果かを、つかさ先せん輩ぱいに伝つたえなくちゃ……。

「──────合ごう格かく、していました」

　わたしの声こえが耳みみに届とどいた瞬しゅん間かん。

　緊きん張ちょうしたつかさ先せん輩ぱいの表ひょう情じょうが、一いっ気きに明あかるくなる。

　間かん髪ぱつを入いれずに、おめでとうって言いいかけたつかさ先せん輩ぱいを、わたしは押おしとどめた。

「二校こうとも、なんです」

　そう告つげると、先せん輩ぱいは、二、三度ど、目めをしばたたかせる。

「え……えっ？　どういうこと？」

「先さきにすべり止どめとして、聖せい翔しょうの奨しょう学がく生せいを受うけていたんです。……自じ信しんがなかったから。それで、聖せい翔しょうも、東とう林りんも、合ごう格かく……しちゃって」

　先せん輩ぱいの目めは、見みられなかった。

　さんざん、友ともだちを信しんじるとか、先せん輩ぱいが大だい丈じょう夫ぶって言いってくれたからって言いっておきながら、ひみつで保ほ険けんをかけておいたんだ。

　そのことを、先せん輩ぱいがなんて言いうか怖こわくて……ここにくるまで、ずっと不ふ安あんだったんだ。

　沈ちん黙もくが落おちて、わたしはぎゅっと目めをつぶった……のだけれど。

「すごい……！　すごいよほのちゃん！　どっちもねらって、射い止とめちゃうなんて！」

　そう言いいながら、先せん輩ぱいはわたしを抱だきしめてくる。

　思おもわず目めを開あけたけど、抱だきしめられているから、先せん輩ぱいの表ひょう情じょうは見みえない。

　でも、声こえですっごく喜よろこんでくれているのがわかる。

「あー本ほん当とうに、ほのちゃんは、すごい！　がんばったね。えらいよ」

「え、えらくなんてないです……。自じ信しんがなくて、両りょう方ほう受うけたんですよ……？」

「それでもどっちも受うかったんだから、すごいことだよ。もっと自じ慢まんしていいよ！　あ～、なんか落おちこんでる気きがしたから、安あん心しんした～」

　そっか、先せん輩ぱいがなんて言いうか不ふ安あんで悩なやんでたけど、合ごう格かくしたかどうかを伝つたえる場ばで、あんな表ひょう情じょうをしていたら、かんちがいさせちゃうよね……。

「ごめんなさい。先せん輩ぱいをがっかりさせちゃうかなって思おもって……」

「俺おれを？　なんで？」

　先せん輩ぱいは身みを離はなして、顔かおをのぞきこんできた。

　わたしは言こと葉ばに詰つまっちゃったけど、考かんがえながら、口くちを開ひらく。

「あんなにはげましてもらったのに、最さい後ごまで自じ信しんがなかったんだなって思おもわれるかな、とか……結けっ局きょく、どっちかの高こう校こうを選えらばなきゃいけないから……」

　そう、両りょう方ほう受うかっても、いける高こう校こうは一つなんだ。

　つかさ先せん輩ぱいは、きゅっと口くちを引ひき結むすんで、真しん剣けんな表ひょう情じょうをした。

「どっちにいくかは、もう決きまってるよね？」

　その声こわ色いろはやさしくて、先せん輩ぱいの瞳ひとみは、わたしをいたわっているようで。

　目め頭がしらが熱あつくなって、うつむいて目めを閉とじた。

　期き待たいさせたくせに、また悲かなしませてしまう。

　そう思おもっていたのに、つかさ先せん輩ぱいは、とっくに覚かく悟ごを決きめていた。

　わたしの心こころは揺ゆれているんだけど、心こころの奥おく底そこから、「こっちにいきたい」ってさけぶ声こえが聞きこえてくるんだ。

　そっと手てを握にぎる感かん触しょくがして、わたしは目めを開あけた。

「ほのちゃんの気き持もちで、決きめていいんだよ。どっちに決きめても、俺おれは応おう援えんするよ。俺おれの気き持もちを、うたがわないで」

　離はなればなれはさみしいって、その目めが言いっている。

　それでも、先せん輩ぱいがわたしを応おう援えんしてくれる気き持もちがうそじゃないことは、ちゃんと伝つたわってくるんだ。

　あとは、わたしの気き持もち次し第だい。

　先せん輩ぱいは、わたしの背せ中なかを押おす準じゅん備びができている。

　こらえきれずに、涙なみだがほおを伝つたった。

「別べつの学がっ校こうにいっても……わたしのことを、好すきでいてくれますか……？」

　心こころはもう決きまっているのに、どうしてもそんなふうにしか聞きけない自じ分ぶんが、いやになる。

　もっとちゃんと、はっきりと言いえるようになりたいのに……。

「当あたり前まえだよ！　たった今いま、俺おれは、ほのちゃんにほれ直なおしたところなんだから！」

　ぎゅっと抱だきしめてくるつかさ先せん輩ぱいだけど、これじゃだめだ。

　わたしもちゃんと、伝つたえなきゃ。

　つかさ先せん輩ぱいの背せ中なかに、手てをまわした。

「わたしも、つかさ先せん輩ぱいのことが大だい好すきです。わたしのわがままで、先せん輩ぱいにはさみしい思おもいをさせちゃうけど、いっしょにがんばってくれますか……？」

「わがままなんかじゃないよ。俺おれは、ほのちゃんとは、夢ゆめに向むかって支ささえあっていきたい。ほのちゃんは、ちがう？」

　つかさ先せん輩ぱいが、おでこをくっつけて、そう聞きいてきた。

　先せん輩ぱいの顔かおが近ちかくて、ドキドキしてくるんだけど、目めを離はなせない。

「ちがわないです……」

「だよね。だからここは──『いっしょにがんばってくれますか？』じゃなくて、『いっしょにがんばりましょう』かな？」

　そんなふうに言いうものだから、わたしはドキドキしていたのを忘わすれて、ふふっと笑わらってしまった。
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　これからわたしたちは、別べつ々べつの道みちをいく。

　でも、心こころまで離はなれるわけじゃない。

　不ふ安あんな気き持もちは、もうどこかに吹ふき飛とんでしまっていた。

　桜さくらの花はなが咲さくまで、もう少すこし。

　二人ふたりが出で会あった春はるが、再ふたたびこようとしている。
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　まだ少すこし肌はだ寒ざむい三月がつのある日ひ。

　卒そつ業ぎょう式しきの日ひが、やってきた。

「アンリちゃん、急いそげる？」

　在ざい校こう生せいは、先さきに着ちゃく席せきしておかないといけないから、わたし──鳥とり居い里り奈なと、アンリちゃんは、体たい育いく館かんに向むかうところなんだ。

　男だんバスの先せん輩ぱいたちにわたすプレゼントを用よう意いしてたら、ギリギリになっちゃった。

「里り奈なちゃん、待まって～」

　わたしのもとに、アンリちゃんが急いそぎ足あしでやってくる。

「うん、大だい丈じょう夫ぶだよ」

　走はしるのは、アンリちゃんの足あしによくないんだよね。

　無む理りしてほしくないけど、卒そつ業ぎょう式しきがはじまるまでに、間まにあうかな？

「あっ、入いり口ぐちのところに、まだ村むら瀬せくんたちがいるから、大だい丈じょう夫ぶそうだよ」

「よかった～。村むら瀬せくん、おはよ！」

　アンリちゃんの声こえに、村むら瀬せくんが振ふり向むく。

「吉き良ら、鳥とり居いさん、おはよ！」

　アンリちゃんを見みつけた村むら瀬せくんの顔かおが、わかりやすくぱあっと明あかるくなって、思おもわずわたしも笑わらってしまった。

　村むら瀬せくんとアンリちゃんが、正せい式しきに付つき合あいはじめて、もうすぐ半はん年としになるのかな？

　この二人ふたり、本ほん当とうに一年ねん間かん「付つき合あう」ことなく部ぶ活かつをやりきったんだから、尊そん敬けいしちゃうなぁ。

　しかも、夏なつの大たい会かいでは、全ぜん国こく大たい会かいまでいっちゃうんだもん！

　それで、だれも文もん句くを言いうことなく、付つき合あうことになったんだ。

　…………本ほん当とうに、よかったなぁ。

　なんて考かんがえていたら。

「りなちゃん、おはよう」

「ひゃっ！」

　振ふりかえると、そこにいたのは純じゅんくんで。

　声こえでわかったけど、純じゅんくんを見みるたび、いつもドキドキしちゃうなぁ。

「卒そつ業ぎょう式しき、はじまっちゃうよ？　早はやくいこ？」

「うっ、うん」

　そのまま並ならんで体たい育いく館かんに入はいっていくと、中なかにいた人ひとたちの注ちゅう目もくを、自し然ぜんに集あつめてしまう。

　純じゅんくん、目め立だつもんね……。

　特とくに、一年ねん生せいには、熱ねっ狂きょう的てきなファンが多おおいから……。

「りなちゃん？」

　となりを歩あるく純じゅんくんが、間ま近ぢかからわたしの顔かおをのぞき込こんでくる。

　それだけで、顔かおが熱あつくなってきちゃって……。

　こんなふうに、すぐ恥はずかしくなっちゃうけど、純じゅんくんのとなりを、堂どう々どうと歩あるける自じ分ぶんになりたい。

　だからまずは、毎まい回かいドキドキしちゃうのを、なんとかしないと！

「だ、だいじょぶ、だよっ？」

「？　そう？」

　声こえが裏うらがえっちゃったわたしに、首くびをかしげる純じゅんくん。

　恥はずかしくて、顔かおの熱ねつは、なかなか引ひきそうになかった。

『それでは、卒そつ業ぎょう式しきをはじめます。三年ねん生せい、入にゅう場じょう』

　席せきについて、しばらくしたら、アナウンスがあった。

　吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうが、流ながれてくる。

　三年ねん一組くみの先せん輩ぱいたちから、入にゅう場じょうがはじまった。

　男だんバスの先せん輩ぱいが入はいってくるたびに、先せん輩ぱいたち、本ほん当とうに卒そつ業ぎょうしちゃうんだなぁって、切せつない気き持もちになってくる。

「うぅ……ひっく……」

　もう泣ないてる人ひとがいる？

　横よこを見みてみたら、純じゅんくんの向むこうで、村むら瀬せくんがボロ泣なきしていた。

「村むら瀬せくん、泣なくの早はやいよ……。これ、使つかって」

「わりぃ、吉き良ら……」

　小こ声ごえでやり取とりしながら、アンリちゃんがハンカチを手てわたしている。

　それを見みて、わたしと純じゅんくんは顔かおを見みあわせて、小ちいさく笑わらった。

　本ほん当とうに、息いきのあったカップルだよね。

　式しきが進すすんでいく中なかで、あちこちからも、小ちいさくすすり泣なきが聞きこえはじめる。

　となりからも、すん……、と聞きこえてきて、ちらっと見みてみると、純じゅんくんの目めに、涙なみだが浮うかんでいた。

　わたしは、ポケットからハンカチを取とりだして、純じゅんくんにそっとわたす。

　きっと、わたしの知しらない先せん輩ぱいとの思おもい出でが、たくさんあるんだろうな。

　わたしだって、部ぶ活かつや委い員いん会かいでお世せ話わになった先せん輩ぱいたちと、今日きょうで会あえなくなるなんて、さみしい。

　この中ちゅう学がくに来くるまで、転てん校こうつづきで、だれとも深ふかく仲なかよくなれなかったわたしだったのに……。

　こんなふうに、お別わかれをさみしく思おもう日ひがくるなんて、思おもいもしなかった。

　それもこれも、純じゅんくんや、アンリちゃんや、村むら瀬せくんのおかげ。

　三人にんをきっかけに、この学がっ校こうで、仲なかよくなれた人ひとたちみんなが、わたしの宝たから物ものだ。

　自じ分ぶんの卒そつ業ぎょう式しきがきたら、村むら瀬せくん以い上じょうに、泣ないちゃうことになるかも。

　そう考かんがえるけど、やっぱり先せん輩ぱいたちとの別わかれはさびしくて、ちょっと泣ないてしまった。
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　式しきが終おわって、わたしたちは、外そとに出でた。

　昇しょう降こう口ぐちの前まえは、三年ねん生せいにプレゼントをわたしたり、写しゃ真しんを撮とったりする生せい徒とたちで、あふれ返かえっていた。

「里り奈なちゃん、村むら瀬せくん。男だんバスの先せん輩ぱいたち、あっちに集あつまってるみたいだよ」

　アンリちゃんにそう言いわれて、純じゅんくんとはそこで別わかれて、わたしたちはそっちに向むかった。

　一人ひとり一人ひとりに、寄よせ書がきの色しき紙しをわたす。

　泣ないて喜よろこんでくれる先せん輩ぱいもいて、わたしてよかったなぁって思おもったんだ。

「あれ？　兄あに貴き？」

　ぽつりと村むら瀬せくんが言いって、わたしたちは、その視し線せんの先さきを追おった。

　村むら瀬せくんのお兄にいさんは、ＯＢとして、ときどき男だんバスの指し導どうに来きてくれたから、顔かお見み知しりだ。

　校こう門もんのところには、たしかに村むら瀬せ先せん輩ぱいのすがたがあった。

　その村むら瀬せ先せん輩ぱいのところに、駆かけよっていく女じょ子しがいる。

「あれ、工く藤どう先せん輩ぱいじゃない？」

　ささやいてくるアンリちゃんに、まわりも騒さわぎだす。

「あっ！　あの、レジェンドカップルの！」

　そういえば、そうだ。

　レジェンドカップルだとうわさの、工く藤どうほのか先せん輩ぱいと、村むら瀬せくんのお兄にいさんのつかさ先せん輩ぱい。

　遠とお目めだけれど、二人ふたりがならんでいるところは、やっぱりすてきで……。

　なんとなくそのまま見みていたら、なんと村むら瀬せ先せん輩ぱいが、自じ分ぶんの背せ中なかに隠かくしていた花はな束たばを、さっと工く藤どう先せん輩ぱいに差さしだしたんだ！

　まるでドラマのような光こう景けいに、わたしたちは見みとれてしまう。

　花はな束たばを受うけ取とった工く藤どう先せん輩ぱいは、花はな束たばがかすむほど、きれいなほほ笑えみを浮うかべていて──。

「…………先せん輩ぱいたち、すてきだね」

「ほんと、さすがレジェンドだ」

　わたしの言こと葉ばに、アンリちゃんがそう返かえしてくる。

　ちらっと視し線せんをあげて、アンリちゃんの顔かおを見みつめた。

「なに、里り奈なちゃん？」

「ううん、アンリちゃんたちも、将しょう来らい『レジェンド』って呼よばれそうだなぁって」

　なにせ、一年ねん間かん、恋れん愛あい感かん情じょうを部ぶ活かつに持もちこむことなく、やってのけたんだ。

　わたしからしてみれば、十じゅう分ぶんすごいことだよ。

「はぁぁ!?　そんなことないし!!」

「あ、でもそうなったら、兄きょう弟だいそろってレジェンドってことになるんだ。村むら瀬せ兄きょう弟だいが、すごいってことかな？　でも、アンリちゃんも、すてきな女おんなの子こだし……」

「わー！　わかったから！　里り奈なちゃん、もういいよ！」

　ストップがかかって、となりを見みてみると、アンリちゃんも村むら瀬せくんも、真まっ赤かになってしまっている。

　二人ふたりとも……なんだか、かわいい。

　そう思おもいながら、にこにこしてたら、照てれたアンリちゃんから、かるくほっぺたを引ひっぱられてしまった。

「なに？　なんの話はなししてるの？」

「あっ、純じゅんくん！」

　女じょバスの集あつまりも終おわったようで、純じゅんくんがわたしのうしろに立たっていた。

「アンリちゃんと村むら瀬せくんがね、将しょう来らい、レジェンドカップルになりそうだなって」

「あぁ、なるほど」

　純じゅんくんの視し線せんの先さきでは、工く藤どう先せん輩ぱいと村むら瀬せ先せん輩ぱいが、笑え顔がおで話はなしている。

　ふいに純じゅんくんが、わたしのことを、じっと見みつめてくる。

「りなちゃん…………」

　そう言いってだまり込こむと、わたしのほうに、そっと手てを伸のばしてきて……。

　じゅっ、純じゅんくん!?

　なに────!?

　思おもわず、ぎゅっと目めをつぶってしまった。

「……花はなびら、ついてたよ」

　動うごくこともできず、身みがまえていたら、純じゅんくんのそんな声こえが聞きこえてきて、わたしはそっと目めを開あけた。

　純じゅんくんが、にっこり笑わらって、わたしの目めの前まえに、桜さくらの花はなびらを差さしだしてくる。

「あ……ありがとう……」

　びっくりした……。

　急きゅうに触ふれてくるんだもん……。

「見みた!?　今いまの見みた!?」

「あたしも純じゅんくんに花はなびら取とってもらいたーい!!」

　ドキドキしていたら、まわりからそんな歓かん声せいがあがって、ビクッとなった。

　わぁぁ！

　見みられてて、なんて恥はずかしい！

「純じゅんと里り奈なちゃん、すっかり学がっ校こうの公こう認にんカップルだよね。みんなのあこがれの的まとじゃない？」

「うぅぅ……うれしいけど、恥はずかしいよ……」

　ささやいてくるアンリちゃんに、わたしは両のほっぺたを押おさえて答こたえる。

　そう、一年ねん生せいの間あいだでも、「女じょ子し同どう士しで付つき合あうなんて……」って子こより、「さすがは純じゅんくん！　堂どう々どうとしててかっこいい！」って、うっとりしてる子このほうが多おおいみたい。

　純じゅんくんはともかく、わたしは「堂どう々どうと」なんて、できるような性せい格かくじゃない。

　むしろ、ひっそりしててもいいんだけど……。

「みんな、スマホで記き念ねん撮さつ影えいしてるね」

「あっ、俺おれも撮とりたい！　教きょう室しつに置おきっぱなしだから、取とってくる！」

　わたしもアンリちゃんも、荷に物もつは教きょう室しつだ。

　純じゅんくんと村むら瀬せくんの言こと葉ばに、四人にんで教きょう室しつに向むかうことになった。

「三年ねんになってもさー、同おなじクラスになれたらいいよな」

　階かい段だんをのぼりながら、ふいに村むら瀬せくんがつぶやいた言こと葉ばに、わたしたちは「ほんとに」とうなずきあう。

　ちょうど一年ねん前まえ、奇き跡せき的てきに四人にん同おなじクラスになれて、喜よろこびあったことを覚おぼえている。

　体たい育いく祭さいや、文ぶん化か祭さいや、修しゅう学がく旅りょ行こう……。

　それに、ふだんの学がっ校こう生せい活かつでも、いろんな思おもい出でを作つくることができたから、三年ねん生せいでも、そうなれたらいいなぁ。

「三年ねん間かん同おなじクラスだったら、それこそ『レジェンド』じゃない？」

「もー、純じゅん！　それはいいから！」

　ニーッと笑わらいながら言いう純じゅんくんを、軽かるくたたきながら、アンリちゃんが反はん論ろんする。

　村むら瀬せくんも、どことなく照てれくさそうだ。

　それを見みて、わたしも純じゅんくんも、声こえをあげて笑わらっちゃった。

「ま、それはじょうだんだとしてもさ、『レジェンド』なんて特とく別べつな言こと葉ばじゃなくても、二人ふたりで一いっ歩ぽ一いっ歩ぽがんばって、おたがいを信しんじあってけたらいいな、って思おもうよ」

「純じゅんくん……」

「工く藤どう先せん輩ぱいたちも、きっとそうしてきたんじゃないかな？」

「たしかに、そうだよね」

　だれかがつけた呼よび方かたなんて、関かん係けいない。

　おたがいを信しんじあっていけてたら、わたしはそれで十じゅう分ぶんだ。

　アンリちゃんと村むら瀬せくんも、わたしと純じゅんくんも、それぞれのペースで『好すき』を育はぐくんでいる。

　人ひとに認みとめられる以い上じょうに、きっとそれが、大だい事じなことだよね。

　二階かいのわたり廊ろう下かから、集あつまってる生せい徒とたちが、ちょうど見みえた。

　笑わらいあってる人ひと。

　泣ないてる人ひと。

　肩かたをたたきあってる人ひと。

　写しゃ真しんを撮とっている人ひと。

　卒そつ業ぎょう式しきのうれしいような、さみしいような感かん情じょうが混まぜこぜになって、胸むねがぎゅうっとなる光こう景けいが、そこには広ひろがっている。

　一年ねん後ご、見み送おくられるのは、わたしたちなんだ。

　これからはじまる一年ねん間かんが、どんなものになるか、期き待たいと不ふ安あんが入いり混まじっている。

　だけど……。

　そこではきっと、大だい好すきな人ひとが、となりに立たっててくれるんだと思おもう。

　ここで出で会あえた人ひとたちを大たい切せつに、日ひ々びをすごしていけたらいいな。
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　鏡かがみの前まえに立たって、制せい服ふくのリボンを結むすぶ。

　新あたらしい季き節せつがはじまるこのときは、何なん度ど迎むかえても、心こころがさわさわと落おち着つかない。

　どんな一年ねんになるんだろうって、わくわくする気き持もちもある。

　だけど、わたしたちの日ひ々びは、一年ねん間かんだけじゃ終おわらない。

　ずっとつづいていく毎まい日にちを、大だい好すきな人ひとと共ともに、歩あるいていきたいって思おもう。

　すれちがうこともあるんだろう。

　離はなれてしまうことだって、あるかもしれない。

　それでも、ちゃんと気き持もちを確たしかめあって、心こころはそばにありたい。

　これからわたしたちが作つくっていく道みちを、ずっといっしょに歩あゆんでいけますように──。





──『一年ねん間かんだけ。』おわり
























　三年ねん生せいにあがる春はる休やすみ。

　十四年ねんいっしょに育そだってきた悠ゆう馬まが、県けん外がいに転てん校こうしていった。

　サッカーのうまい悠ゆう馬まに、となりの県けんの強きょう豪ごう・兎うさぎ谷だに中ちゅう学がくから、スカウトがきたんだ。

　悠ゆう馬まの夢ゆめへの第だい一いっ歩ぽだから、背せ中なかを押おして、見み送おくったんだけど……。
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「もお────!!　もういいっ！　悠ゆう馬まなんか大だいっきらいっっっ!!」

　そうさけんで、私わたし──前まえ田だ千ち帆ほは、向むこうの返へん事じを待またずに電でん話わを切きってしまった。

　本ほん当とうに…………ほんとにほんとにありえない！

　ゴールデンウィークには帰かえってくるって、言いってたのに！

　私わたしは、ぼすんとベッドに寝ねころがった。

　背せ中なかを押おした、はずだった。

　幼おさななじみで、ずっととなり同どう士しの家いえで育そだってきた私わたしたちが、離はなればなれになるのは、初はじめてだけど……。

　応おう援えんしたいっていう気き持もちは、本ほん物ものだったんだ。

　だけど、一週しゅう間かんをすぎたあたりで、胸むねにぽっかり穴あなが空あいたような気き持もちになってしまった。

　窓まどの外そと、悠ゆう馬まの部へ屋やに、明あかりがついていない。

　朝あさ、学がっ校こうにいくとき、いっしょになったりしない。

　学がっ校こうにいる間あいだは、いい。

　悠ゆう馬まに出でくわすことがなくても、友ともだちがいてくれるから。

　授じゅ業ぎょうを受うけて、友ともだちとしゃべって、部ぶ活かつをしている間あいだも、気きにならない。

　……ううん、うそ。

　ふとした瞬しゅん間かんに、ここに悠ゆう馬まはいないんだと思おもって、胸むねの奥おくがぎゅっとなってしまう。

　夜よる、宿しゅく題だいをしてるときに、スマホが鳴なる。

　そんなときは、シャーペンを放ほうりだして、スマホを手てに取とっちゃうんだ。

　悠ゆう馬まからのメッセージは、「部ぶ活かつつかれた」とか「勉べん強きょうむずかしい」とか短みじかいものだけど、やり取とりをしてる間あいだだけは、そばにいるようで、幸しあわせなんだ。

　私わたしも受じゅ験けん生せいになったんだから、ずっとスマホばかりを見みてるわけにもいかない。

　だけどやっぱり、悠ゆう馬まのいない生せい活かつは、さびしくて……。

「ゴールデンウィークには帰かえってくる」っていう言こと葉ばを信しんじて、一か月げつがんばってきたんだ。

　それなのに……。

「『部ぶ活かつがあるからやっぱ帰かえれない』ってなに!?　もっと早はやくにわかってたんじゃない!?」

　私わたしは抱かかえたぬいぐるみを、ボスボスなぐってしまう。

　たしかに、「転てん入にゅう生せいだから、早はやくまわりになじまなきゃいけないんだよ」とは言いっていた。

　途と中ちゅうから、新あたらしい環かん境きょうに入はいるんだもんね。

　大たい変へんなのは、わかる。

　でも……。

「会あいたかったのは、私わたしだけなのかな……」

　そう思おもったら、泣なきそうになってきた。

　付つき合あいはじめて、半はん年としが経たった。

『幼おさななじみ』から『恋こい人びと』になった期き間かんのほうが、まだ短みじかい。

　それなのに、離はなればなれになっちゃったものだから、ふつうの恋こい人びと同どう士しのありかたが、わからないんだ。

　悠ゆう馬ま…………私わたしのこと、ちゃんと好すき？

「あ～～～～ダメだ！」

　こんなふうに、自じ問もん自じ答とうしてるだけじゃ、はじまらない！

　顔かおが見みえないぶん、言こと葉ばはつくさなきゃ！

　私わたしは起おきあがって、スマホを手てに取とった。
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大だいきらいなんて、ウソだよ

ごめんね

サッカーがんばってね






　うんうん悩なやんで、送おくれた文ぶん章しょうは、それだけだった。

　いきおいとはいえ、大だいきらいなんて言いって、悠ゆう馬まがなんと思おもったか怖こわくて……。

　机つくえの前まえに座すわって、宿しゅく題だいのつづきをするけど、身みが入はいらない。

　悠ゆう馬ま、怒おこってるのかな……？

　結けっ局きょく、その日ひは返へん事じがこなかった。
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　朝あさ、起おきたら、返へん事じが来きてたけど、





俺おれのほうこそごめん

次つぎに帰かえれるときがわかったら、すぐ連れん絡らくするから






　だけで、やっぱりゴールデンウィークは会あえないんだ……と、ちょっとへこんでしまった。

　それ以い来らい、電でん話わもメッセージも、どんどん減へっていった。

　私わたしは試し験けん勉べん強きょうがあったし、悠ゆう馬まも試し合あいが近ちかくて、なかなか時じ間かんを取とれなかったんだ。

　離はなれても、私わたしたちなら大だい丈じょう夫ぶなんて思おもってたのに……。

　悠ゆう馬まががんばってるんだから、私わたしもがんばらなきゃいけないのに……。

　でも悠ゆう馬ま。

　悠ゆう馬まは私わたしがいなくても、やっていけてるの？

　それなら、私わたしの存そん在ざいって、必ひつ要ようなのかな……？
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　ただでさえ連れん絡らくが減へってる中なかで、そんなことを聞きけるはずもなく。

　ずるずると気き持もちを引ひきずったまま、夏なつ休やすみがやってきた。

　さすがに夏なつ休やすみは帰かえってくると思おもったけど、悠ゆう馬ま、なにも言いってこなかったな……。

　今日きょうは、ほのちゃんとまゆちゃんと三人にんで、カフェ・アポロで勉べん強きょう会かい。

　受じゅ験けん生せいだから、遊あそびにいってる場ば合あいじゃないしね。

　ほのちゃんは美び術じゅつ科かのある高こう校こうを受うけることになって、絵えの予よ備び校こうに通かよってて、あんまり会あえずにいたから、楽たのしみだ。

　一学がっ期きがはじまったころに、ほのちゃんは『願がん掛かけ』として、村むら瀬せ先せん輩ぱいと会あわないって決きめた。

　会あえる距きょ離りにいるのに、なんで会あわないの!?　って思おもうこともある。

　だけど、それが二人ふたりの覚かく悟ごなんだって聞きいたら、なにも言いえないし……。

　応おう援えんしたい気き持もちもあるけど、ちょっとだけ複ふく雑ざつだった。

　まゆちゃんカップルは、順じゅん調ちょうなのかと思おもったら、なんと天てん神じんくんがおうちのお手て伝つだい三ざん昧まいで、ぜんぜんゆっくり会あえてないんだって。

　……でもやっぱり、近ちかい距きょ離りにいられる二人ふたりは、順じゅん調ちょうそうだ。

　私わたしみたいに、「相あい手てがなにを考かんがえてるのかわからない」みたいな不ふ安あんはなさそう。

　少すこしだけ……本ほん当とうに少すこしだけだけど、二人ふたりがうらやましいって思おもっちゃった。

『先せん輩ぱい断だち』中ちゅうのほのちゃんも、ひんぱんに絵え手て紙がみのやり取とりをしてるそうだし。

　どうして悠ゆう馬まは、筆ふで不ぶ精しょうなの？

　ううん、比くらべちゃダメだ。

　悠ゆう馬まだって、部ぶ活かつで忙いそがしいんだもん。

　だけど…………。

　離はなればなれになって、もう半はん年とし？　まだ半はん年としなの？

　私わたしは県けん内ないの高こう校こうに進すすむつもりだし、悠ゆう馬まはそのまま兎うさぎ谷だに高こう校こうなんだろう。

　このまま、さらに三年ねん以い上じょう、離はなればなれってこと？

　お盆ぼんとお正しょう月がつくらいは、帰かえってくるだろうけど……。

　でも、今こ年としの夏なつ、いつ帰かえってくるのかの連れん絡らくも来きていない。

　悠ゆう馬ま、「帰かえれるときがわかったら、すぐ連れん絡らくする」って言いってたよね？

　夏なつと冬ふゆに帰かえってきても、そう長ながい時じ間かんいっしょにいられるわけじゃない。

　これが三年ねん以い上じょうつづくんだと思おもったら、ぞっとした。

　悠ゆう馬まを送おくりだしたのって、まちがいだったのかな……？

　そんな考かんがえが浮うかんでしまったところで、ぶんぶんと首くびを振ふった。

　ちがう、ちがう、ちがう！

　私わたしは悠ゆう馬まの夢ゆめを応おう援えんするんだもん！

　一いっ瞬しゅんでも、そんな考かんがえが浮うかぶなんて、自じ分ぶんが許ゆるせないよ！

　ほのちゃんもまゆちゃんも、悩なやみながらも、一いっ生しょう懸けん命めいやっていってるんだもんね。

　悲ひ劇げきのヒロインぶってないで、私わたしも前まえ向むきにいかなきゃ！

　勉べん強きょうの合あい間まに、天てん神じんくんが持もってきてくれたパフェの、さっぱりとした桃ももの味あじに、少すこしだけ気き持もちがすっきりした気きがした。
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　夕ゆう方がたになって、二人ふたりと別わかれて家いえに帰かえった。

　家いえ路じを歩あるきながら、おとなりに寄よって、悠ゆう馬まのお母かあさんに、帰かえってくる予よ定ていを聞きいてないか、尋たずねてみようかなって考かんがえていた。

　家か族ぞくなら、学がっ校こうの予よ定ていを把は握あくしてるかもしれないしね。

　悠ゆう馬ま、いそがしいとか疲つかれたとかで、うっかり私わたしに伝つたえ忘わすれてるだけかもしれない。

　でもでも！

　そう思おもってたのに、本ほん当とうに帰かえってこられないってことだったら、すごくショックだから、あんまり期き待たいせずにいかなきゃ……！

　そんなことを思おもいながら、家いえへの角かどを曲まがったときだった。

　うちの前まえに、だれか立たってる？

　逆ぎゃっ光こうになってて、顔かおがよく見みえないけど、あれって、まさか……。

　期き待たいしないでおこうと思おもったばかりなのに、まさかという気き持もちが止とめられない。

　私わたしは思おもわず駆かけだした。

「おかえり、千ち帆ほ」

「ただいま…………いや、おかえり…………？」

　悠ゆう馬まだ……本ほん当とうに？

　本ほん当とうに本ほん物ものの悠ゆう馬ま？

　目めの前まえに立たっても、悠ゆう馬まがここにいるのが信しんじられなくて、ぺたぺた顔かおをさわってしまった。

「千ち帆ほ……ちーほっ。これ、なんの確かく認にん？」

「いや、悠ゆう馬まのそっくりさんかと思おもって……」

「本ほん物ものだよ！」

　やっぱり本ほん物ものの悠ゆう馬まだ！

「工く藤どうさんたちと、勉べん強きょう会かいだったんだって？」

「うん、そう…………じゃなくて！　なんでここにいるの!?」

　ようやく現げん実じつだと受うけ入いれられた私わたしに、悠ゆう馬まは「はぁぁぁぁ」と、大おおきくため息いきをついた。

　そして、スマホをずいっと突つきつけてくる。

「お前まえ、何なん度どもメッセージ送おくったのに、見みてないだろ」

「えっ、あれっ？　……ごめん、まちがえて、通つう知ち切きっちゃってたみたい」

　あわててかばんから取とりだしたスマホには、たしかにきのう、悠ゆう馬まからのメッセージが入はいっていた。

「っていうか、きのうって！　帰かえれるかどうかって、こんなに急きゅうに決きまるものなの!?」

「いや、それは……」

　悠ゆう馬まは目めをそらして、ごにょごにょ言こと葉ばをにごす。

　じっと見みつめて、私わたしは「あれっ？」と声こえをあげた。

「悠ゆう馬ま、背せが伸のびた？」

「わかる？　千ち帆ほはどうかなーって思おもったけど、けっこう差さがついたな」

　久ひさしぶりに会あった悠ゆう馬まは、目め線せんの位い置ちが変かわっていた。

　むー、私わたしはぜんぜん伸のびてないのに……。

　抗こう議ぎの視し線せんを向むけていたら、悠ゆう馬まの片かた手てが伸のびてきた。

「そのかわり、髪かみが伸のびてるな」

　悠ゆう馬まの手てが、私わたしの横よこ髪がみをひと房ふさすくって、するりと落おとす。

　ほおをかすめた指ゆび先さきに、心しん臓ぞうがとくんと音おとを立たてた。

「とりあえず、家いえに入はいろうぜ。まだ暑あついし」

　悠ゆう馬まは、なにごともなかったかのように、玄げん関かんのドアへと向むかう。

　ねぇ悠ゆう馬ま。

　私わたし、悠ゆう馬まのために、髪かみを伸のばしてたんだよ。

　悠ゆう馬まの夢ゆめが、叶かないますように──。

　また、いっしょにいられる日ひが、きますように──。

　願がん掛かけ──なんて、効きくのかどうか、わかんないけど……。

　でも、ほのちゃんたちも、願がん掛かけをして、がんばっている。

　私わたしの小ちいさな願ねがいでも、叶かなってくれたらいいなって、なにかせずにはいられなかったんだ。

　悠ゆう馬まが、ちょっとした変へん化かにも気きづいてくれたことがうれしくて、私わたしは目めをふせて、前まえ髪がみをいじってしまう。

「千ち帆ほ？」

「あっ、今いまカギ開あけるね！」

　振ふり向むいた悠ゆう馬まに気きづかれないように、私わたしはなんでもないかのような表ひょう情じょうを作つくった。
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　お母かあさんは買かい物ものにいってるみたいで、家いえの中なかには、だれもいなかった。

　リビングの冷れい房ぼうをつけてくれてたようで、ひんやりとした空くう気きに、汗あせがすーっと引ひいていく。

　冷れい蔵ぞう庫こから冷ひえた麦むぎ茶ちゃを出だして、ソファに座すわる悠ゆう馬まの前まえにおいた。

　久ひさしぶりだから、なんだか恥はずかしくて、となりじゃなくて、向むかいに座すわってしまった。

　悠ゆう馬ま、変へんに思おもわなかったかな……？

「うっわ、このコップ、まだ使つかってたのかよ」

「べ、べつにいいでしょ!?　丈じょう夫ぶだし、かわいいし……」

　小ちいさいころに、悠ゆう馬まとおそろいで買かってもらったコップ。

　悠ゆう馬まが、うちでごはんを食たべるときは、いつもこれを使つかってた。

　久ひさしぶりに、悠ゆう馬まがうちに来きたんだから、使つかうなら「これ！」って思おもったんだ。

　悠ゆう馬まのことを見みてみると、言こと葉ばとは裏うら腹はらに、なつかしそうな目めをしてたから、私わたしは小ちいさく笑わらってしまった。

「連れん絡らく……あんまりできなくて、ごめん。マジで練れん習しゅうきつくて……」

　麦むぎ茶ちゃを飲のみ干ほした悠ゆう馬まは、ぽつりとそう切きりだした。

「うん……」

　私わたしは、そんな返へん事じしかできなくて……。

　悠ゆう馬まも気きまずそうにしてるから、私わたしは間まをうめるように、悠ゆう馬まのコップに麦むぎ茶ちゃを注そそいだ。

　なんか、おたがいに、ちょっとぎこちないかも。

　会あうのって、四か月げつぶりくらい？

　そんなに離はなれてたのって、初はじめてだ。

　初はじめてのことに、二人ふたりともとまどってるんだ。

「いや、ちがう、これは言いいわけだ……。ゴールデンウィークに帰かえるって言いったのに、うそになってしまったの、ちゃんと謝あやまりたかった」

「うそだなんて、思おもってないよ！　悠ゆう馬まがサッカーがんばってるのは、わかってるから」

　あ……これこそ『うそ』かも。

　わかってるけど、本ほん当とうは……。

　立たちあがった悠ゆう馬まが、私わたしのとなりに座すわってくる。

　なんだか、むだに緊きん張ちょうしてしまう。

　これくらいの距きょ離りなんて、今いままで当あたり前まえだったのに……。

「さみしいなら、さみしいって言いってくれよ。じゃないと俺おれも、言いえないじゃん」

「悠ゆう馬まも、さみしかったの……？」

「当あたり前まえだろ。何なん年ねんいっしょにいたと思おもってるんだよ」

「連れん絡らくがないから、私わたしがいなくても平へい気きなのかと思おもってた」

　私わたしがそう言いうと、悠ゆう馬まは、うっと口くちごもってしまう。

　目めを泳およがせた悠ゆう馬まは、大おおきく息いきをついた。

「先せん週しゅう、地ち方ほう大たい会かいの優ゆう勝しょう常じょう連れん校こうと、試し合あいだったんだ。そこに勝かつために、超ちょう練れん習しゅうしてたんだよ。勝かてば、帰かえれるから」

「えっ、それって、勝かてたってこと？　すごいじゃん！　でも、勝かてたら帰かえれるって？」

「コーチが出だした条じょう件けんだったんだ。そこに勝かてたら、三みっ日か休やすみをくれるって。無ぶ事じに勝かてたんだけど、急きゅうだったから、帰かえる準じゅん備びにバタついて……。連れん絡らくが直ちょく前ぜんになって、悪わるかった」

　きのうの今日きょうだったのは、そういうことだったんだ。

　メッセージを見みてなかったから、私わたしは準じゅん備びができてなかったわけだけど……。

「なのに、だれかさんは、メッセージを見みてないとか言いうし？」

「わー！　ごめん！　悠ゆう馬まには、もう私わたしなんていらないんだって思おもっちゃってたの！」

　あわててそう口くち走ばしったら、悠ゆう馬まの動うごきがぴたりと止とまった。

　あっ……。

　なんか、よけいなことを言いっちゃったかも……。

「いらないわけないだろ」

　悠ゆう馬まが低ひくい声こえで言いう。

　お、怒おこってる……。

「ごめん……。ついマイナス思し考こうになっちゃって……」

「いや、謝あやまらなくていいよ。俺おれが自じ分ぶんのやりたいことを取とって、転てん校こうしたから、千ち帆ほにさみしい思おもいをさせてるんだし……。むしろ、謝あやまるのは俺おれのほうだろ」

　そう言いって、苦くるしげな顔かおをする悠ゆう馬まに、胸むねがぎゅっとなった。

　悠ゆう馬まが悪わるいわけじゃないのに……。

「さみしいって気き持もちはあるけど、悠ゆう馬まのことを応おう援えんしたいのも、本ほん当とうなんだよ？　だから、私わたしも謝あやまってほしくないっていうか……」

　うつむきながら、しどろもどろに言いうと、悠ゆう馬まの手てが伸のびてきた。

　その手ては私わたしの髪かみに触ふれて、横よこ髪がみを耳みみにかけると、離はなれていった。

「やっと会あえたから。ほんとのこと、言いっていい？」

　悠ゆう馬まが間ま近ぢかから、私わたしの顔かおをのぞきこんでくる。

「俺おれ、千ち帆ほにいいとこを見みせたくて、必ひっ死しなんだよ。千ち帆ほが『すごい』とか『優ゆう勝しょうおめでとう』って言いってくれるときの顔かおが好すきで、サッカーをがんばれてる……ずっとチビのころからだよ。もうサッカーやめようかなって思おもったときだって、ゴール決きめたときが、千ち帆ほを一いち番ばん笑え顔がおにできるって思おもいなおして、やめなかった。だから……わがままかもしれないけど、待まっててほしい。どこにいても、千ち帆ほに届とどくくらい、活かつ躍やくしてみせるから」

　指ゆび先さきの少すこし触ふれた耳みみが、すごく熱あつい。

　悠ゆう馬ま、気きづいてる？

　サッカーで活かつ躍やくしたとき、勝かったとき、すごくいい表ひょう情じょうをしてるんだよ。

　私わたし、そんな悠ゆう馬まの顔かおを見みるのが、好すきだったんだ。

　その顔かおを見みられなくなって、四か月げつ。

　それはつらい日ひ々びだったけど……。

　私わたしは、がばっと悠ゆう馬まに抱だきついた。

「ちっ、千ち帆ほ!?」

「待まってるよ！　私わたし、悠ゆう馬まが大だい活かつ躍やくして、ぜったいプロになれるって、信しんじてる！　そしたら、私わたしだけじゃなくて、日に本ほん中じゅうの人ひとが、悠ゆう馬まに夢む中ちゅうになっちゃうよ！」

　そしたら、ちょっとヤキモチやいちゃうかもしれないけど……。

　でも、ぜったいそんな日ひがくるって思おもえてきた！

「そこは、ちょっといらないかな」

「なんで!?」

　悠ゆう馬まの夢ゆめじゃないの!?

　思おもわず身みを離はなすと、悠ゆう馬まはすごくやさしい目めで、私わたしのことを見みつめていた。

　やさしいっていうか、あまいっていうか……。

　抱だきつくほうが、恥はずかしいことのはずなのに、悠ゆう馬まがそんな目めをするから、なんかドキドキしてきた……。

「俺おれに夢む中ちゅうになるのは、千ち帆ほだけでいいもん」

「なっ……!?」

　なんか今日きょうの悠ゆう馬ま、あまくない!?

　こんなにはっきりあまい言こと葉ばを言いう人ひとだった!?

「そっ……、そんな恥はずかしいこと、よく言いえるね!?」

「だって、三みっ日かしかいられないんだぜ？　思おもうぞんぶん、イチャイチャしとかないと」

「悠ゆう馬まの口くちから『イチャイチャ』って言こと葉ばが出でるなんてっ！」

　恥はずかしすぎて、混こん乱らんしてきた！

　悠ゆう馬まを見みてみると、耳みみまで赤あかくなっている。

「自じ分ぶんで言いっといて、照てれないでよ！」

「しかたねえだろ!?　くそっ、慣なれないことは、するもんじゃねえな……」

　私わたしより照てれてない？

　その顔かおを見みたら、ちょっと落おち着ついてきたかも。

「会あえなくてさみしいって言いっても、悠ゆう馬まは困こまらない？」

「なにもしてやれないけど……少すくなくとも、俺おれにお前まえがいらないなんて、かんちがいされるよりは、いいよ」

「私わたしばっかりさみしがってるって思おもうのはいやだから、悠ゆう馬まもさみしいって言いってね？」

「……おう」

　ちょっと照てれくさそう。

　悠ゆう馬ま、素す直なおに気き持もちを言いうの、にがてだもんね。

　でも……努ど力りょくはしてくれるんだ。

　そう思おもったら、好すきだなぁって気き持もちで、胸むねがいっぱいになってきた。

「私わたしもね、悠ゆう馬まに会あえたら言いおうと思おもってたことがあるんだ。……私わたし、やっぱり司し書しょの先せん生せいを目め指ざそうと思おもう」

「前まえに、そんなこと言いってたよな。急きゅうにどうしたんだ？」

「がんばってる悠ゆう馬まを見みてたら、私わたしも将しょう来らいのことを、真しん剣けんに考かんがえようかなって思おもって」

　将しょう来らいのことは、ぼんやりとしか考かんがえてなかったけど、悠ゆう馬まのとなりにならび立たっても、胸むねを張はれる自じ分ぶんでありたいなって思おもったんだ。

「就しゅう職しょくするのは難むずかしいって聞きくし、大たい変へんな仕し事ごとみたいだけど……。でも、目もく標ひょうがあるのは、いいことでしょ？」

「そうだな。俺おれも、千ち帆ほの夢ゆめを応おう援えんするよ」

　悠ゆう馬まにそう言いってもらった瞬しゅん間かん、胸むねの中なかに、ぶわっと熱あついものが広ひろがった。

　応おう援えんしてもらえるのって、こんな感かん覚かくなんだ……。

　私わたしの応おう援えんも、こんなふうに思おもってもらえてたのかな？

「えへへ、そんなこと言いわれたら、離はなれてても、やっていけそうって思おもっちゃった」

「がんばろうな、おたがいに」

　悠ゆう馬まが、グーを差さしだしてくる。

　がんばろう、っていう合あい図ずだよね。

　私わたしたち、おたがいがそれぞれに、一いち番ばんの応おう援えん相あい手てなんだ。

　悠ゆう馬まが笑わらっている。そのことが、こんなにも幸しあわせだ。

　この三みっ日か間かんが終おわって、悠ゆう馬まがいってしまったら、またさみしくなるかもしれない。

　だけど、悠ゆう馬まの言こと葉ばを胸むねに、がんばってみせるよ！

　そんな思おもいをこめて、私わたしも手てをグーにして、悠ゆう馬まのこぶしに打うちつけた。
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「羽はね倉くらさん、また明日あしたね！」

　あたしの彼かれ氏し──天てん神じん裕ゆう貴きくんは、そう言いい残のこして教きょう室しつを飛とびだしていく。

「うん、また……ね……」

　笑え顔がおで手てを振ふって見み送おくったあたし。

　その手てを下おろすよりも前まえに、天てん神じんくんのすがたは見みえなくなっていた。

　おもわず、ふぅ、とため息いきが出でる。

　と同どう時じに、両りょうどなりから声こえがかかったんだ。

「おぉ～、早はやっ！」

「天てん神じんくん、また放ほう課か後ごダッシュ？」

　そう声こえをかけてきたのは、ちほちゃんとほのかちゃん。

　あたしは二人ふたりに向むかって、むりやり笑え顔がおを作つくる。

「うん。放ほう課か後ご、急いそいで向むかわないと、お店みせのいそがしい時じ間かんに、間まにあわないんだって」

　そう、天てん神じんくんは、おうちのカフェ・アポロのお手て伝つだいをするために、急いそいで帰かえってるんだ。

　これまでは、天てん神じんくんのお姉ねえさんがカフェのお手て伝つだいをしてたんだけど、今こ年としから大だい学がくの実じっ習しゅうが増ふえたから、難むずかしくなっちゃったんだって。

　将しょう来らいは、カフェを継つぐのが天てん神じんくんの夢ゆめ。

　だから、自じ分ぶんが手て伝つだうって、一いちも二にもなく声こえをあげたらしい。

「でも、最さい近きん毎まい日にちじゃない？　まゆちゃんが、がまんしてるんじゃないかって、私わたし、ちょっと心しん配ぱいで……」

「～～大だい丈じょう夫ぶだよ！　天てん神じんくんが、アポロを好すきなのは、よくわかってるし、あたしも天てん神じんくんの夢ゆめを、応おう援えんしたいから！」

　ちほちゃんが、気きづかわしげに聞きいてきたから、あたしはなるべく明あかるい声こえで言いった。

　って言いっても、やっぱり、たまには二人ふたりで下げ校こうしたり、いっしょに宿しゅく題だいをやったりしたいよー。

　天てん神じんくんのばかー。

　……なんてぜいたくなことは、先せん輩ぱい断だち中ちゅうのほのかちゃんや、遠えん距きょ離り恋れん愛あい中ちゅうのちほちゃんの前まえでは、言いえないよね。

　二人ふたりは、これから部ぶ活かつだ。

「あたし、図と書しょ室しつに寄よってから帰かえるから、またね」

「うん、じゃあまた明日あしたね」

　二人ふたりに手てを振ふって、あたしは図と書しょ室しつへと向むかう。

　こんなふうに、一人ひとりで過すごすのも、きらいじゃない。

　でも、最さい近きんは天てん神じんくんがいたから、なんだか心こころにすき間まが空あいたように感かんじちゃうなぁ……。

　小ちいさくため息いきをついたときだった。

「羽はね倉くらセンパイ、こんにちは」

　階かい段だんを下おりたところで、出でくわしたのは──。

「亜あ嵐らんくん」

　最さい近きん知しりあった一年ねん生せい、黒くろ瀬せ亜あ嵐らんくんだった。

「あっ、見みてあれ、亜あ嵐らんくんだよ」

「やっぱかっこいいね～」

　近ちかくにいた女おんなの子こたちが、ひそひそ話はなしているのが聞きこえる。

　亜あ嵐らんくんは、入にゅう学がく当とう初しょから、学がっ校こう中じゅうの注ちゅう目もくを集あつめてた子こだ。

　あたしも好すきな洋よう服ふくのブランド『リリーズラック』のモデルをしているんだ。

　まだ一年ねん生せいなのに、かなり背せが高たかいし、顔かおも整ととのっている。

　入にゅう学がくしてすぐに、うわさになっていた。

　イケメンでは、あるんだけど……。

　遠とお巻まきにひそひそ話ばなしをされて、亜あ嵐らんくんの眉み間けんに、ろこつにしわがよる。

「うっぜぇ……」

　ボソッとつぶやいたから、たぶんあの子こたちには、聞きこえてないと思おもうけど……。

　あたしは、不ふ機き嫌げんそうな亜あ嵐らんくんに、苦にが笑わらいしてしまった。

　亜あ嵐らんくん、クールな雰ふん囲い気きのせいか、いつも遠とお巻まきにされてるんだよね。

　それが不ふ愉ゆ快かいなのかも。

　でもまぁ、たしかに、見みかけは近ちかよりがたいんだよね。だけど……。

　亜あ嵐らんくんは、あの子こたちの視し線せんからのがれるように、もう一いっ歩ぽ、あたしのそばによってきた。

「羽はね倉くらセンパイに、この前まえすすめてもらった本ほん、おもしろかったです。今いま、図と書しょ室しつに返かえしてきたところなんです」

　しゃべってると、クールな雰ふん囲い気きが消きえて、すごくいい子こなんだ。

　読どく書しょが好すきだそうで、本ほんの話はなしをしてるときは、雰ふん囲い気きがちょっとやわらかくなる。

「そうなんだ。本ほん、気きに入いってもらえて、よかった」

「また、なんかおすすめしてください」

　いいよ、とあたしはうなずいた。

　亜あ嵐らんくんと初はじめて会あったのも、図と書しょ室しつだったんだ。

　なんだか、図と書しょ室しつの雰ふん囲い気きがそわそわしてるなぁ、と思おもったあの日ひ、

「あ、それ」

　と、亜あ嵐らんくんに声こえをかけられて、ちょっとおどろいたなぁ。

　亜あ嵐らんくんは、あたしが返かえそうとしていた本ほんを、探さがしにきていたんだ。

　図と書しょ室しつにいた生せい徒とたちは、うわさの亜あ嵐らんくんがいたから、そわそわしてたみたい。

「読どく書しょが趣しゅ味みって言いうと、『意い外がい』って言いわれるけど、ほっとけって感かんじですよね。オレがなにを好すきでも、いいじゃねぇかって」

「そうだよねぇ。あたしは、あの本ほんの話はなしをできる子こがいて、うれしかったけど」

　あの日ひ、そんなふうに話はなしたんだ。

　そしたら、なぜか、なつかれちゃった。

　ノラ猫ねこがなついたようで、悪わるい気きはしないんだけど……。

　名な前まえで呼よんでいいって言いってきたのも、亜あ嵐らんくんのほうからだった。

　初はじめてできた後こう輩はいだし、ちょっとかわいいなって思おもっちゃったんだ。

「そういえば」

　ふと思おもい出だしたかのように、亜あ嵐らんくんがぽつりとつぶやいた。

　身みをかがめて、あたしの顔かおをのぞきこんでくる。

「羽はね倉くらセンパイ、リリーズのモデル、してたんですね」

「あ、うん。一いっ回かいだけだけどね」

　そういえば、そんなこともあったなぁ。

　去きょ年ねんの夏なつ、なりゆきでリリーズの服ふくを着きて、ファッションコンテストに出でたことがあった。

　モデルっていうより、一いっ回かいきりのコンテストだったから、すっかり忘わすれてたんだけど。

「この前まえ、リリーズのスタッフに、センパイの写しゃ真しんを見みせてもらったんですよ」

「えっ、そうなの？　なんか照てれるなぁ」

「モデル、本ほん気きでやるつもりはないんですか？」

　亜あ嵐らんくんにじっと見みつめられて、あたしは目めをしばたたかせた。

「えぇっ!?」

　モデルなんて、考かんがえたこともなかった。

「あたしがモデル、かぁ……。楽たのしかったのは、楽たのしかったけど」

　お仕し事ごととしてやるってなると、あんまりピンとこない。

「一いっ回かい、撮さつ影えい現げん場ばに来きてみません？　デザイナーさんも、羽はね倉くらセンパイに会あってみたいって言いってたんですよ」

「えっ、リリーズのデザイナーさんが!?」

　そう言いわれると、ちょっといってみたくなってきた。

　だって、大だい好すきなブランドなんだもん……。

「今こん度どの日にち曜よう、空あいてますか？」

「う、うん」

　日にち曜ようも、天てん神じんくんはカフェの手て伝つだいだって言いってた。

　だから、空あいてるには空あいてるけど……。

「じゃあ決きまり。１時じに駅えき前まえで、待まってますね」

「えっ、ちょ、ちょっと亜あ嵐らんくん……!?」

　亜あ嵐らんくんは、そのままきびすを返かえすと、すたすたいってしまった。

　うーん、いきたくないわけじゃないんだけど……。

「せっかくの機き会かいだし、いいかな……？」

　モデルの撮さつ影えい風ふう景けいなんて、見みられるチャンス、めったにないもんね！

　天てん神じんくんには、あとで一いち応おう、話はなしておこうと思おもいながら、あたしは図と書しょ室しつへ向むかった。
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　日にち曜よう日び。

　駅えき前まえには、もう亜あ嵐らんくんが待まっていた。

　かべに背せ中なかをあずけて立たってるだけなのに、注ちゅう目もくを集あつめている。

　でも、当とう然ぜんかも。

　イケメンだし、スタイルのよさが際きわ立だってる私し服ふくだし、さすがモデルさんって感かんじだ。

「ごめんね、待またせちゃった？」

「オレが早はやく着ついただけですよ」

　駆かけよるあたしに、亜あ嵐らんくんは、ぶっきらぼうに言いう。

　言いい方かたはなんだけど、亜あ嵐らんくんのやさしさを感かんじて、小ちいさく笑わらってしまう。

「それ、リリーズの服ふくですよね。にあってます」

「えっ、あ、ありがとう」

　笑わらわれたのが、バツが悪わるかったのか、話わ題だいを変かえてくる亜あ嵐らんくん。

　ストレートにほめられて、ちょっと照てれくさい。

　モデルさんってきっと、カメラマンさんとかに「いいよいいよ！」とか言いわれながら、撮とられてるんだよね？

　亜あ嵐らんくん、そういう経けい験けんをしてるから、さらっとほめ言こと葉ばが出でるのかな？

　それからあたしたちは、いろいろおしゃべりしながら、撮さつ影えいスタジオに向むかった。
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　撮さつ影えいスタッフの人ひとたちには、亜あ嵐らんくんが話はなしを通とおしてくれていたようで、あたしはスタジオの片かたすみのイスに座すわって、見けん学がくすることになった。

　着きがえて、プロのヘアメイクさんに見みた目めを整ととのえてもらって出でてきた亜あ嵐らんくんは、すごく大人おとなびて見みえる。

　クールな雰ふん囲い気きはそのままなのに、なんだか知しらない人ひとみたいだ。

　そうやって見みているうちに、撮さつ影えいがはじまった。

　亜あ嵐らんくんは、カメラ目め線せんをしたり、くるっとまわったり、ひと時ときも休やすまる間まがない。

　すごく真しん剣けんな表ひょう情じょうで、思おもわず息いきをのんじゃった。

　亜あ嵐らんくん、プロのモデルなんだなぁ……。

　天てん神じんくんも、『家いえの手て伝つだい』って言いってるけど、カフェのお仕し事ごとをしてるときは、家か族ぞくかバイトかなんて関かん係けいない、っていつも言いってる。

　プロとして、真しん剣けんなんだよね。

　みんな、すごいなぁ……。

　ひととおり撮さつ影えいが終おわったのか、みんなで画が面めんを見みながら、チェックしている。

「ごめん、遅おそくなった」

　そうしているうちに、一人ひとりの女おんなの人ひとが、スタジオに入はいってきた。

　長ながい髪かみをきゅっと結むすんで、メイクはバッチリ。

　パリッとしたシャツに、パンツをあわせていて、スタイルがいいっていうのが、一ひと目めでわかる。

　大おおぶりのイヤリングが印いん象しょう的てきな、きれいな人ひとだけど、だれだろう……？

　あの人ひとが入はいってきた瞬しゅん間かん、スタジオ内ないの空くう気きが、ピシッと引ひきしまった気きがする。

「あっ、ユリコさん。お疲つかれさまです」

　えっ！

　ユリコって……もしかして、リリーズのデザイナーのユリコ!?

　うわーっ、本ほん物ものだ！

　あたしの視し線せんに気きづいたのか、ユリコさんの目めが、こっちを向むいた。

「あぁ！　ＭＡまＹＵゆちゃん？」

　えっ、なんであたしの名な前まえを……？

　ユリコさんは、近ちかづいてきて、あたしの手てを握にぎる。

「あのときのコンテスト、動どう画がで見みせてもらったんだけど、すごくよかったわよー。今日きょうもリリーズの服ふく、着きてくれてるのね。ありがとう」

「いえっ……！　あの、大だいファンです！」

　あたしはパニックになっちゃって、それだけしか言いえなかった。

　ユリコさんは、「そっかそっか」と言いいながら、カメラのほうを振ふり返かえる。

　そしてまた、あたしのほうに向むきなおると、

「じゃあ、一枚まいだけ撮とってみない？」

　と言いいだした。

　撮とるって……写しゃ真しんを!?　モデルとして!?

「むむむ無む理りですよ！」

「一枚まい！　一枚まいだけ！　せっかくなんだから、ねっ、ねっ！」

　そう言いいながら、ユリコさんは、次つぎ々つぎとあたしに服ふくを当あてていく。

「ほら、かわいいよ～～～！　めちゃくちゃにあう～～～！」

　あ、本ほん当とうだ、これかわいい……じゃなくて！

「亜あ嵐らんくんの撮さつ影えいが、早はやく終おわったからね。お遊あそびで一回かい、どう？」

「オレも、センパイと撮とってみたいです」

　いつの間まにか、そばに来きていた亜あ嵐らんくんが、小ちいさく笑わらってそう言いう。

　そこまで言いわれたら……。

　ちょっとだけ、おもしろそうって思おもいもしちゃったし。

　あたしは、撮とってもらうことにした。

　一枚まいだけって話はなしだったのに、何なん枚まいも撮とられたのにはあせっちゃったけど、楽たのしい時じ間かんを過すごすことができたんだ。

　それなのに──。
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「ＭＡまＹＵゆって、あの先せん輩ぱい？」

「うわ～、やっぱり実じつ物ぶつも美び人じんだね！」

「こっち向むいてくれないかなぁ」

　廊ろう下かから、そんな声こえが聞きこえてくる。

　あたしは窓まど際ぎわの席せきで、どう対たい応おうしたらいいか、わからずにいた。

「やっぱり、雑ざっ誌しに載のるってすごいんだねぇ」

「麻ま友ゆちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

　いっしょにおしゃべりしてたちほちゃんとほのかちゃんが、気きづかってくれるけど、あたしは苦にが笑わらいを浮うかべることしかできない。

「まさかこんなことになるとは、思おもわなかったよ……」

　あの撮さつ影えいから数すう日じつ後ご、ユリコさんから連れん絡らくがあった。

　なんでも、いい写しゃ真しんが撮とれたから、一枚まい雑ざっ誌しに載のせさせてくれないかっていうものだったんだ。

　そんなつもりじゃなかったから、一いち度どは断ことわったんだけど、どうしてもって言いわれて、断ことわり切きれなかった。

　小ちいさいものだっていうし、それならいいかなと思おもって……。

　でも、いざ届とどいた掲けい載さい誌しを見みてみたら、ドーンと載のっていて、「小ちいさいとは!?」ってあせっちゃった。

　しかも、雑ざっ誌しが発はつ売ばいされた翌よく日じつには、学がっ校こう中じゅうにうわさになってしまったっていうわけなんだ。
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「たしかに羽はね倉くらさん、すごくいい感かんじに写うつってたけど……あんまり学がっ校こうで騒さわがれるのも困こまるよね」

「天てん神じんくん」

　心しん配ぱいそうな顔かおの天てん神じんくんが、そばに来きてくれた。

　ちほちゃんが、ニーッと笑わらいながら、あたしたちを見みてくる。

「いい感かんじなのは写しゃ真しんだけ？　天てん神じんくん。実じつ物ぶつは？」

　ええっ!?　ちょ、ちょっとちほちゃん、なに聞きいてるの!?

「そっ、そりゃあ……実じつ物ぶつは、もっとかわいいと、思おもってるよ」

　たじろぎながら赤あかくなる天てん神じんくんに、こっちまで照てれてしまった。

　天てん神じんくんは、せき払ばらいをしてから、真しん剣けんな表ひょう情じょうになる。

「でも、困こまったことがあったら、すぐに俺おれに言いってよ？」

「うん。ありがとね、天てん神じんくん」

　まぁでも、大だい丈じょう夫ぶじゃないかな？

　そう思おもっていたら、廊ろう下かを通とおりかかった先せん生せいが、集あつまった生せい徒とたちを散ちらしていく。

　人ひとがいなくなったドアのところから、一人ひとりの男だん子しが顔かおをのぞかせる。

「亜あ嵐らんくん！」

　あたしは、小ちいさく手てをあげた亜あ嵐らんくんのところに向むかった。

　なんだか、様よう子すがおかしい？

　なにか、言いいよどんでるようだけど……。

「羽はね倉くらセンパイ、すみませんでした」

　とつぜん頭あたまを下さげられて、とまどってしまう。

「あ、亜あ嵐らんくん？　どういうこと？」

「オレがセンパイをスタジオにつれてったから、こんなことになってしまって……」

「亜あ嵐らんくんのせいじゃないよ。まさか雑ざっ誌しに載のるなんて思おもわなかったし、ここまで騒さわがれるなんて、だれも想そう像ぞうできないよ」

　撮さつ影えいすることも、雑ざっ誌しに載のせることも、いいって言いったのは、あたし自じ身しんだし。

　亜あ嵐らんくんが、責せき任にんを感かんじることはない。

　そう言いって、あたしは笑わらい飛とばすけど、亜あ嵐らんくんは、まだ浮うかない顔かおだ。

「先せん生せいにも、怒おこられたわけじゃないんだし！」

「それは……オレがモデルをしてること、学がっ校こうに申しん告こくしてるから。羽はね倉くらセンパイのことも、いちおう、先せん生せいに話はなしときました」

「そうだったんだ」

　ぜんぜん知しらなかった。

　知しらないうちに、気きづかってくれてたんだなぁ。

「なら、それだけで十じゅう分ぶんだよ」

　あたしが笑わらってそう言いうと、亜あ嵐らんくんは、目めを見み開ひらいた。

　そして、感かん謝しゃの気き持もちが伝つたわったのか、小ちいさく笑わらった。

「はい。じゃあ」

　それだけ言いうと、亜あ嵐らんくんは、くるりと背せ中なかを向むける。

　手てを振ふって見み送おくると、うしろから視し線せんを感かんじた。

「あいつ……」

「天てん神じんくん？」

　振ふり返かえると、天てん神じんくんが、ぽつりとつぶやく。

　なんか、表ひょう情じょうがけわしい……？

　そう思おもったけど、あたしと目めがあって、天てん神じんくんはパッと笑え顔がおに変かわった。

「いや、なんでもないよ」

　そこでチャイムが鳴なって、天てん神じんくんは、自じ分ぶんの席せきへと向むかう。

　ちゃんと聞きこうとしたけど、先せん生せいが入はいってきてしまった。

　結けっ局きょく、尋たずねるタイミングを失うしなったまま、放ほう課か後ごになっちゃったんだけど……。




　嵐あらしは、放ほう課か後ごにおとずれたんだ。
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　帰かえりのホームルームが終おわると、また今日きょうも、

「いっしょに帰かえれなくて、ごめんね、羽はね倉くらさん」

　そう言いって、うしろ髪がみを引ひかれるように、帰かえっていった天てん神じんくん。

　本ほん当とうに、心しん配ぱい性しょうだなぁ。

　そんなに心しん配ぱいする必ひつ要ようないのに……。

　そう思おもいながら、学がっ校こうを出でようとしたときだった。

　門もんのそばに、ほかの中ちゅう学がくの制せい服ふくの男だん子しが、三人にん立たっていた。

　そのうちの一人ひとりと、ふいに目めがあう。

「あっ、ＭＡまＹＵゆ！」

　えっ……だれ!?　知しらない子こだと思おもうんだけど……。

　混こん乱らんしているあたしの前まえに、その子こたちが立たちふさがってくる。

「塾じゅくでいっしょの女じょ子しに聞きいてたけど、本ほん当とうに京きょう塚づか中ちゅうの子こだったんだ！」

「あの雑ざっ誌しの子こ？」

「なに？　モデルさん？　すげー！　俺おれ、本ほん物もののモデルなんて、初はじめて見みた！」

　えっ、えっ？

　まさか、ほかの中ちゅう学がくの子こにも、知しれわたっているなんて……。

「えっと、あの」

　三人にんは、「かわいい」とか「いっしょに写しゃ真しん撮とっていい？」とか言いってくるけど……。

　どうしよう……。

　こんなこと初はじめてだから、どうしたらいいのかわかんないよ！

　助たすけて……天てん神じんくん…………っ！

「お前まえら、なにしてるんだよ」

　うしろから、声こえが降ふってきた。振ふり返かえろうとしたら──。

「亜あ嵐らんくん？」

　あたしの前まえに、亜あ嵐らんくんが立たちはだかった。

　助たすけてくれたんだ……。

　思おもってた人ひととは、ちがったけど……。

「モデルの亜あ嵐らんじゃん」

「なに？　俺おれら、フツーに話はなしてるだけだけど？」

　ピリピリした雰ふん囲い気きの亜あ嵐らんくんだったけど、あたしのほうに向むいたときには、気きづかわしげな目めに変かわっていた。

「センパイ、この人ひとら、知しり合あいですか？」

「えっ？　ううん、今いま、初はじめて会あったけど……あの雑ざっ誌しを見みたみたいで……」

　あたしがしどろもどろに言いうと、亜あ嵐らんくんは、キッと目めをつり上あげて、三人にんのほうに向むきなおった。

「この人ひとはモデルじゃねえから。ふつうの女おんなの子こなんだから、いきなりそんなに囲かこまれたら、ビビるだろ」

　するどい声こえで言いう亜あ嵐らんくんに、男おとこの子こたちは、ちょっとひるんでいる。

　亜あ嵐らんくん、この三人にんより背せが高たかいし、顔かおが整ととのってるから、この顔かおににらまれたら、迫はく力りょくがあって、ちょっと怖こわいのかも？

　しばらくにらみあっていたけど、男おとこの子こたちは、あたしたちのうしろに目めをやって、

「あっ、友ともだち来きたから！　それじゃ！」

　と言いって、いってしまった。

　男おとこの子こたちを目めで追おうと、うちの中ちゅう学がくの男だん子しに、話はなしかけている。

　遊あそぶ約やく束そくでもしてたのかな？

　亜あ嵐らんくんが、腰こしに手てを当あてて、ふうっとため息いきをつく。

「ったく、一ひと言ことくらい謝あやまれよなー」

「べ、べつに、なにかされたわけじゃないから……！」

『かわいい』はほめ言こと葉ばだし、写しゃ真しんだって、ちゃんと断ことわれば、わかってくれたはずだ。

　突とつ然ぜんのことにおどろいて、なにも言いえなかったけど……。

「本ほん当とうに、目めが離はなせない人ひとだな……」

「え？」

　考かんがえごとをしていて、聞きき逃のがしてしまった。

　視し線せんを上あげると、やさしい表ひょう情じょうをしている亜あ嵐らんくんと、目めがあって──。

　うしろから、ぐいっと肩かたを引ひかれた。

　突とつ然ぜんのことで、ちょっとバランスを崩くずしかけちゃったけど、肩かたを引ひいた人ひとが、しっかり支ささえてくれる。

　だっ、だれ!?

　びっくりして、振ふり返かえった先さきにいたのは──。

「天てん神じんくん……？」

　どうしてここに？

　先さきに帰かえったはずじゃ……。

「言いっときますけど、羽はね倉くらセンパイが絡からまれてたから、助たすけただけですよ」

「そうなんだ。麻友を助たすけてくれて、ありがとう。でも、ここからは、俺おれにまかせて」

　えっ、天てん神じんくん……今いま、あたしのこと……。

　ドキッとしたけど、二人ふたりの間あいだに流ながれる空くう気きが、なんだかピリピリしてるような……？

　亜あ嵐らんくんは、いつもどおりの不ふ機き嫌げん顔がお。

　天てん神じんくんは、笑え顔がおなんだけど、どこか圧あつがある。

　混こん乱らんしていると、天てん神じんくんが、あたしのほうを向むいた。

「麻ま友ゆ、今日きょうは二人ふたりで帰かえろう？」

「えっ、あ……うん……」

　どうしちゃったんだろう？

　いつもとちがう様よう子すの天てん神じんくんに、あたしはとまどってしまう。

　天てん神じんくんは、あたしの手てを取とって、すたすた歩あるいていく。

　あっ、そうだ！

　あたしは顔かおだけ振ふり返かえって、

「亜あ嵐らんくん、ありがとねー！」

　と手てを振ふった。

　亜あ嵐らんくん、ちょっとなにか言いいたげな顔かおをしてたけど、もうちょっとちゃんとお礼れいを言いえばよかったな……。
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　角かどを曲まがったところで、やっと天てん神じんくんの歩あるくスピードが、ゆっくりになった。

「天てん神じんくん、カフェのほうは、大だい丈じょう夫ぶなの？」

「さっき、姉あね貴きから連れん絡らくがきて。大だい学がくが休きゅう講こうになったから、今日きょうは姉あね貴きが店みせ番ばん代かわるって。それで、いそいで学がっ校こうにもどってきたんだ。羽はね倉くらさんと、いっしょに帰かえれたらなって」

「そうだったんだ」

　久ひさしぶりに、いっしょに帰かえれてうれしいなぁ。

　そう思おもうんだけど、天てん神じんくんの表ひょう情じょうは晴はれない。

「最さい近きんずっと、羽はね倉くらさんとの時じ間かんを取とれなくて、ごめんね。……俺おれが家いえの手て伝つだいをしてなかったら、羽はね倉くらさんを危あぶない目めにあわせることも、なかったのに……」

　浮うかない顔かおをしてると思おもったら……。

　そんなふうに、考かんがえてたんだ。

「大だい丈じょう夫ぶだよ！　危あぶない目めっていっても、あの雑ざっ誌しのことで話はなしかけられただけだし、そりゃあ突とつ然ぜんのことで、ちょっとおどろいちゃったけど……。でも、ちゃんと冷れい静せいになったら、写しゃ真しんだって断ことわれたと思おもうし！」

　あたしがこぶしを握にぎって言いうと、

「写しゃ真しん撮とろうって絡からまれたの!?」

　と、すごい剣けん幕まくで聞きき返かえされてしまった。

　あれっ？　言いっちゃいけないことだったかな……？

　とまどうあたしに、天てん神じんくんは、「はぁぁぁぁ……」と大おおきくため息いきをつく。

「やっぱり、店みせはほっといて、いっしょにいればよかった……」

「でっ、でも！　天てん神じんくんは、夢ゆめのためにがんばってるのに、あたしがそのジャマになるのは、いやだよ……」

　いっしょに過すごせなくて、さみしいっていう思おもいはある。

　でも、それ以い上じょうに、天てん神じんくんに、夢ゆめを叶かなえてほしいって思おもっているんだ。

「天てん神じんくんの、力ちからになりたいんだもん……」

　視し線せんを落おとすあたしを、天てん神じんくんがじっと見みてくるのがわかる。

　つないだままだった手てに、きゅっと力ちからが込こめられた。

「俺おれだって、羽はね倉くらさんの力ちからになりたいよ。……だから、今日きょうは俺おれが助たすけたかった」

　その言こと葉ばに、はっとした。

　思おもわず顔かおを上あげると、天てん神じんくんは、少すこしほおを赤あからめている。

「もう少すこし早はやく戻もどってれば、羽はね倉くらさんが絡からまれなかったかもしれないし、騒さわがれてるのはわかってたんだから、いっしょにいればよかったと思おもうし……。羽はね倉くらさんのピンチを、あいつが助たすけたっていうのも……ごめん、俺おれ、嫉しっ妬としてるだけだ」

　そう言いって天てん神じんくんは、片かた手てで口くちもとをおさえて、顔かおを背そむけてしまう。

　そっ、そうだったんだ!?

　つられて、あたしも顔かおが赤あかくなってしまう。

「しっ、心しん配ぱいしなくても、亜あ嵐らんくんはただの後こう輩はいだし……！　大だい丈じょう夫ぶだよ!?」

　大だい丈じょう夫ぶって、なにが大だい丈じょう夫ぶなんだって感かんじかな!?

　あわてるあたしを、天てん神じんくんは、じとっと見みつめてくる。

「それも」

「え？」

「名な前まえ。俺おれは『天てん神じんくん』なのに、なんであいつは『亜あ嵐らんくん』なの？」

　そう言いわれて、さっき、名な前まえ呼よびされたことを、思おもい出だしてしまった。

　なにか言いわなきゃって思おもったけど、その前まえに、

「あ──!!　ちがう！　ごめん、今いまのなし！」

　と、天てん神じんくんが叫さけんだ。

　天てん神じんくん……？

「あいつに見みせつけるみたいに、羽はね倉くらさんのことを名な前まえ呼よびしたのは、よくなかった……。あと、肩かたをむりやり引ひいたのも……」

　そこ、気きにしてくれてたんだ……。

「天てん神じんくんなら、いやじゃないよ」

　天てん神じんくんの顔かおをのぞき込こんで、あたしは笑わらってそう言いう。

　だけど、天てん神じんくんは、どこか不ふ満まんそうだ。

「『天てん神じんくん』？」

　…………そこか！

　えっと、えっと……。

　天てん神じんくんは、あたしのことをじっと見みつめて待まっている。

　耐たえ切きれずに、ぎゅっと目めをつぶった。

「ゆ、裕ゆう貴きくん…………」

　蚊かの鳴なくような声こえで、なんとか言いい切きった。

　なのに、とうの天てん神じんくんからは、返へん事じがない。

　そっと目めを開あけると──真まっ赤かになって、目めをそらしていた。

「いや……これ、結けっ構こう破は壊かい力りょくがあるね……」

「言いわせておいて!?　ていうか天てん神じんくんだって、さっき、名な前まえ……」

　そこまで言いって、はっと我われに返かえった。こう言いってしまったら……。

　天てん神じんくんが、こっちを向むく。

「…………麻ま友ゆ」

　やっぱり名な前まえを呼よばれてしまって、あたしはあうあう言いうことしかできない。

「麻ま友ゆ……まーゆっ」

「わかった！　わかったからもういいよ！」
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「これからは、麻ま友ゆって呼よびたいんだけど、だめ？」

　すねたように、そう聞きいてくる天てん神じんくん。

「じょじょに……じょじょにね！　いきなり変かえたら、心しん臓ぞうがもたないから！」

「はーい」

　くすくす楽たのしそうな声こえで、天てん神じんくんは返へん事じをした。

　ようやく歩あるきだしたけど、さっきまでとは打うって変かわって、ごきげんそうだ。

　本ほん当とうに、ほんろうされてる……。

「羽はね倉くらさんの存そん在ざいが、ジャマになることなんて、あるわけないよ」

　さっき口くち走ばしっちゃったこと……。

「俺おれが作つくったものを、羽はね倉くらさんが食たべるときの表ひょう情じょうが、好すきなんだ。あの顔かおが見みたいから、がんばろうって思おもえるんだよ」

　そう言いってもらえるのは、うれしいけど……。

「天てん神じんくん、あたしのこと、食くいしん坊ぼうだと思おもってる!?」

「そうじゃなくて！　……俺おれの試し作さく品ひんを一いち番ばんに食たべるのは、羽はね倉くらさんであってほしいんだよ」

　赤あかくなる天てん神じんくんに、あたしはふふっと笑わらってしまう。

　なんだか、プロポーズみたいって、ちょっと思おもっちゃったんだ。

　つないだ手てが、あたたかい。

　やさしいココアも、はげましのパフェも、この手てが作つくってくれたんだよね。

　ねぇ、天てん神じんくん。

　あたしがずっと手てをつないでいたいのは、天てん神じんくんだけなんだよ？

　いつか、ちゃんと名な前まえで呼よべるようになるから、それまで手てを離はなさないでね！






















　私わたし──高たか槻つきひばりが、生せい徒と会かいに入はいって、約やく半はん年としが経たった。

　半はん年としも経たてば、庶しょ務むにも慣なれた……かな？

　最さい初しょは、どうなることかと思おもったけど……。

　二年ねん生せいにあがったことだし、少すこしは先せん輩ぱいらしくなれてたらいいな。

　…………なんて、ぼんやり考かんがえてる場ば合あいじゃなかった。

　新しん学がっ期きがはじまったと思おもったら、入にゅう学がく式しきに新しん入にゅう生せい歓かん迎げい会かい、体たい育いく祭さいの準じゅん備び、と生せい徒と会かいのやることが盛もりだくさんだったんだ！

　やることが多おおくて、毎まい日にち走はしりまわってる気きがする。

　なんとか一いち段だん落らくして、生せい徒と会かい室しつにもどると──。

「あれ？　会かい長ちょうだけですか？」

　下げ校こう時じ間かんのせまった生せい徒と会かい室しつには、会かい長ちょうのすがただけで。

　会かい長ちょうは、机つくえに向むかって、なにか書しょ類るいの整せい理りをしていた。

「新しん学がっ期きのはじめのイベントごとが、ようやく終おわったからな。一ひと区く切ぎりついた人ひとから、先さきに帰かえってもらった」

「そうだったんですか」

　じゃあ私わたしで最さい後ご……っていうか、会かい長ちょうは、まだお仕し事ごとがあるのかな？

　手て伝つだいを申もうし出でようとしたら、会かい長ちょうは書しょ類るいを片かたづけだしてしまった。

「高たか槻つきさん、このあと、少すこし時じ間かんはあるか？」

「えっ？　は、はい。少すこしなら」

　なんだろう？　こんなふうに聞きかれるのは、初はじめてかもしれない。

「明日あした、生せい徒と会かいメンバーで、ちょっとした慰い労ろう会かいをしようと思おもうんだが。……お菓か子しの買かい出だしに付つき合あってくれないだろうか」

　会かい長ちょうが、まっすぐにたのんでくる。

　お菓か子しの……買かい出だし？

　慰い労ろう会かいって、みんなで「おつかれさまー！」ってやる会かいのことだよね。

　会かい長ちょう、そんなことを考かんがえてくれてたんだ。

　でも……。

「どういう物ものを買かえばいいか、わからなくて」

　そう言いって、目めを泳およがせる会かい長ちょうが、なんだかかわいい。

　返へん事じはもちろん、

「いいですよ！　私わたしでよければ」

　だった。
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　五人にん分ぶんのお菓か子しだから、買かい出だしは、そんなに時じ間かんはかからなかった。

　飲のみ物ものは、もう生せい徒と会かい室しつの冷れい蔵ぞう庫こに買かってあるそうで、お菓か子しは明日あした、会かい長ちょうが持もっていくことになった。

「みんな、喜よろこぶでしょうね」

「そうだといいんだが」

　私わたしは、会かい長ちょうといっしょにいられて、うれしかったし……。

　もうそろそろ、駅えきにつく。

　明日あしたまた、学がっ校こうで会あえるけど、今日きょうはもうお別わかれなんだなぁって思おもうと、なんだか足あし取どりが遅おそくなってしまいそう。

　そう思おもっていたら、ピアノの音おとが聞きこえてきた。

　駅えきビルの一いっ角かくに、何なん人にんかの人ひとが集あつまっている。

　あれって、ストリートピアノっていうやつかな？

　今いまピアノを弾ひいてる男おとこの子こと女おんなの子こは、小しょう学がっ校こう高こう学がく年ねんくらい。

　私わたしも聞きいたことのあるクラシック曲きょくを、二人ふたりならんで座すわって弾ひいている。

　すごいなぁ。こんな人ひと前まえで、堂どう々どうと弾ひくなんて……。

　思おもわず立たち止どまって見みていたら、演えん奏そうが終おわった。

　立たち上あがっておじぎをする二人ふたりに、まわりの人ひとたちから拍はく手しゅがわく。

　私わたしもいっしょに、拍はく手しゅをした。

「……ああいうのが、好すきなのか？」

　会かい長ちょうが、そう聞きいてくる。

「えっ？　あぁ、すごいですよね。あこがれます」

　あんなふうに、のびのびと歌うたえたら、すごく気き持もちがいいだろうなぁ。

　でも、私わたしには……。

　そんなふうに考かんがえてたら、会かい長ちょうがピアノに近ちかづいていく。

「……会かい長ちょう？」

「これはだれでも弾ひいていいんだろう？　一曲きょく、聴きいてくれ」

「えっ会かい長ちょう、ピアノ弾ひけるんですか!?」

「三歳さいから習ならってる」

　そうだったんだ……。

　そういえば、視し聴ちょう覚かく室しつのピアノも、少すこしいじってたときがあったような……。

　私わたしが考かんがえてるうちに、会かい長ちょうはピアノのイスに座すわってしまう。

　そして、私わたしのことを見みあげてきた。

「入はいってきたければ、入はいってきていいから」

　えっ……？

「それって、どういう……？」

　私わたしの疑ぎ問もんへの返へん事じは、ピアノのイントロでわかった。

　これ、視し聴ちょう覚かく室しつで、私わたしが歌うたってた曲きょくだ。

　会かい長ちょうの右みぎ手てが、メロディラインをなぞっている。

　入はいってきていいとは言いわれたけど……ここで歌うたうの……？

　一番ばんが終おわって、短みじかい間かん奏そうの間あいだに、はげますように、会かい長ちょうが私わたしのことを見みてくる。

　私わたしは、ぎゅっと両りょう手てを握にぎって、深ふかく息いきを吸すい込こんだ。

　最さい初しょは、小ちいさい声こえしか出だせなかった。

　人ひと前まえなんだ。どうしても緊きん張ちょうしてしまう。

　だけど、となりにいる会かい長ちょうのピアノが、私わたしをさそうように跳はねるから、つられてしまう。

　メロディラインをなぞっていた会かい長ちょうのピアノは、伴ばん奏そうに変かわっていた。

　そのピアノに支ささえられて声こえがどんどん伸のびていく。

　ちらりと会かい長ちょうのことを見みると──、ちょっと笑わらっていた。

　会かい長ちょう、こんな顔かおもするんだ……。新あたらしい表ひょう情じょうを見みられて、なんだかうれしいな。

　それに…………すっごく楽たのしい！
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　もうちょっと歌うたっていたかったなと思おもったところで、ピアノのアウトロが終おわってしまった。

　まわりがしんとしていて、ようやく我われに返かえった。

　す、すっごく見みられてる!?

　歌うたに夢む中ちゅうで、気きづいてなかった！

　緊きん張ちょうがもどってきたところで──。

「すごーい！　プロみたい！」

「歌うたもピアノもめっちゃよかった！」

「高こう校こう生せい？　えっ、中ちゅう学がく生せいなの？　うますぎない？」

　拍はく手しゅ喝かっ采さいで、私わたしはまごついてしまう。

　こんなに拍はく手しゅしてもらえるなんて……。

「君きみの歌うたは、すごいと言いっただろう？」

　いつの間まにか、会かい長ちょうがとなりに立たっていた。

　私わたしのことを、ニッと笑わらって見みあげていて──。

「はい！　すっごく楽たのしかったです！」

　私わたしがこんなふうに、歌うたえる日ひがくるなんて……。

　笑わらってお礼れいを言いうと、会かい長ちょうは口くちもとを押おさえて、顔かおをそらしてしまった。

　んん？　どうしたんだろう？

「さ、もう帰かえろう。次つぎの人ひとが待まってる」

「はい！」

　会かい長ちょうは、家いえまで送おくってくれた。

　今日きょうは会かい長ちょうといっぱいいっしょにいられて、うれしかったなぁ。
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　それから数すう日じつ後ごのことだった。

「ひばりちゃん」

　話はなしかけてきたのは、里り奈なちゃんとアンリちゃん。

　一年ねん生せいに引ひきつづき、同おなじクラスになれて、ときどきいっしょにお昼ひるごはんを食たべたり、遊あそんだりしてるんだ。

「最さい近きん、話わ題だいになってる動どう画ががあるんだけど……。これって、ひばりちゃん？」

　里り奈なちゃんがスマホを差さしだしてくる。

　そこには──なんと、私わたしと会かい長ちょうが映うつってたんだ！

　会かい長ちょうがピアノを弾ひいて、私わたしが歌うたってる動どう画が。

　これって、あの日ひのストリートピアノだよね？

　なんか、いっぱいコメントがついてるけど……。

「どういうこと!?」

「『歌うたうま＆天てん才さいピアニスト中ちゅう学がく生せい』っていうことで、バズってるらしいよ。すごいね、ひばりちゃん！」

　アンリちゃんの説せつ明めいに、クラクラしてきた。

　まさか、撮とられてたなんて……。

　会かい長ちょう、このこと知しってるのかな？

　そう考かんがえてたら、一人ひとりのクラスメイトが近ちかよってきた。

「高たか槻つきさん、先せん生せいが、職しょく員いん室しつに呼よんでるよ」

　職しょく員いん室しつ？　なんだろう……？

　呼よび出だされるのなんて、初はじめてだ。
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　職しょく員いん室しつに向むかうと、そこには会かい長ちょうのすがたもあった。

「君きみも呼よび出だされたのか？」

　うなずく私わたしに、会かい長ちょうは、なにか考かんがえこんでいる。

　私わたしと会かい長ちょうが二人ふたりそろって呼よばれたってことは……。

「最さい近きん話わ題だいになってる動どう画がのこと、知しってるかな？」

　やっぱり、そのことだった。

　先せん生せいは、心しん配ぱいそうな顔かおでつづける。

「あの動どう画がが、うちの生せい徒とだって、一いち部ぶで話わ題だいになってるみたいでね。万まんが一いち、危あぶないことに巻まきこまれたらいけないから……一いち応おう、伝つたえておこうと思おもって。もし困こまったことがおきたら、すぐに相そう談だんしてね」

　やさしく注ちゅう意いされたけど、呼よび出だされて注ちゅう意いを受うけたっていうことが、なんだかショックだった……。

　話はなしはそれだけだよ、と言いわれて、私わたしたちは職しょく員いん室しつをあとにした。

　だまって歩あるく会かい長ちょうのうしろをついていくけど、なんと声こえをかけたらいいのかわからない。

　まじめな会かい長ちょうだもん。

　きっと、あんなふうに注ちゅう意いされるなんて、初はじめてのことだったよね……。

「あっ、あの！」

　思おもわずその背せ中なかに呼よびかけていた。

　なんて話はなしたらいいかわからないけど、声こえをかけずにはいられなかった。

　振ふり返かえった会かい長ちょうは、いつもどおりの表ひょう情じょうで。

「……すみませんでした。私わたしのせいで注ちゅう意いされて……」

　会かい長ちょうの目めを見みることができない。

　このせいできらわれたら、って思おもうと怖こわくて……。

「ストリートピアノに誘さそったのは、僕ぼくだ。君きみが謝あやまることじゃない」

「でも……。私わたしがあそこで足あしを止とめなければ、あんなことにはなりませんでした」

　私わたしは、床ゆかに視し線せんを落おとしたまま。

　遠とおくで、生せい徒とたちの話はなす声こえが聞きこえる。

　会かい長ちょうの返へん事じがなくて、どうしたらいいかわからなくなってきた。

　……あきれられちゃったかな。

　きらわれちゃったら、たえられないよ……。

　ぐるぐる考かんがえていたら、深ふかいため息いきが聞きこえてきた。

　私わたしは、ますます顔かおをあげられなくなってしまう。

「……僕ぼくだって、ピアノを弾ひけるんだよ」

「え？」

　急きゅうに、なんの話はなし……？

「あの日ひ、ピアノを弾ひいてた子こたちを、君きみがキラキラした目めで見みてたから、君きみの前まえで弾ひいてみたくなったんだ。君きみがどんな顔かおをするのか、見みてみたくて……。だから、注ちゅう意いされた責せき任にんは、僕ぼくにある。すまなかった」

　会かい長ちょうが頭あたまを下さげてくるけど、私わたしは理り解かいが追おいつかない。

　キラキラした目めを向むけてもらいたいって、なんだか……。

　頭あたまをあげた会かい長ちょうが、話はなしをつづける。

「僕ぼくのピアノで、君きみが歌うたってくれて、すごく楽たのしかったんだ。君きみの伴ばん奏そうをしたことも、とても楽たのしかった。自じ分ぶんの音おん楽がくで、君きみの声こえがどんどん伸のびていくのが、気き持もちよかったんだ。みんなに聴きいてもらえて、うれしかったんだが……。それと同どう時じに、だれにも聴きかせたくないとも、思おもってしまった」

「えっ!?」

　それって、いい意い味みなの？

　それとも、悪わるい意い味み……？

　困こん惑わくする私わたしに、会かい長ちょうはつづける。

「こんな気き持もちはよくないと思おもうのに、君きみの笑え顔がおが目めに焼やきついて、はなれないんだ。どうしたらいいだろう？」

「どうしたらって、言いわれても……」

　私わたしに聞きかれても、わかんないよ！

　なんか、ドキドキしてきたけど、どういうこと!?

「高たか槻つきさん？　顔かおが赤あかいが、熱ねつでもあるのか？」

「だっ、大だい丈じょう夫ぶです!!」

　心しん拍ぱく数すうが大だい丈じょう夫ぶじゃないけど、そうとしか答こたえられないよ！

　思おもわず、両りょう手てで顔かおをおおってしまったけど……。

　指ゆびのすき間まから、会かい長ちょうのことを見みてみると、ふしぎそうな顔かおで、私わたしのことを見みている。

　とりあえず、質しつ問もんの答こたえは──。

「高たか槻つきさん？」

「わ、私わたし……会かい長ちょうのピアノだから、人ひと前まえでも歌うたえただけなので……。会かい長ちょうが弾ひいてくれるなら、また歌うたいたいです。これからも、私わたしの伴ばん奏そうをしてくれませんか？　……あっ！　ずーっとっていうわけじゃないですよ!?　ときどきでいいので！」

　あんな機き会かいが、またあるとは思おもえない。

　それに、楽たのしかったのは、会かい長ちょうといっしょだったからだ。

　ドキドキしながら見みつめていると、会かい長ちょうは「ふむ」とあごに片かた手てをそえた。

「────僕ぼくだけの歌うた姫ひめか。悪わるくない」

「へっ!?」

　なんか、すごいことを言いわれたような!?

　会かい長ちょうのピアノでだけ歌うたうなら、そういうことになるのかな……？

「早さっ速そく、今日きょうの放ほう課か後ご、聴きかせてくれるか？」

　くるりと背せを向むけて、会かい長ちょうは、私わたしの先さきを歩あるきだした。

　今日きょうは金きん曜よう日び。

　向むかう先さきは、一つ。

　ステージもスポットライトもないけれど、二人ふたりで歌うたえば、私わたしは歌うた姫ひめになれるんだ。

　ちらりと振ふり返かえった会かい長ちょうの背せを、私わたしは追おいかける。

　会かい長ちょうとなら、どこまでも高たからかに歌うたえる気きがした。








あとがき









　５年ねん前まえの６月がつのある日ひ、

「一年ねん間かんだけの恋こいの話はなしを、書かいてみませんか？」

　と言いわれた私わたしの頭あたまの中なかに、桜さくらの木きの下したに立たつ、一人ひとりの女おんなの子この姿すがたが見みえました。

　彼かの女じょは、自じ転てん車しゃを押おす男おとこの子こと寄よりそうようにして、桜さくら並なみ木きを歩あるいていきます。

　それが、穂ほ乃の香かと司つかさと、私わたしの出で会あいでした。

『一いち年ねん間かんだけ。』は、この12巻かんで完かん結けつとなります。

　楽たのしんでいただけたでしょうか？

　穂ほ乃の香かの卒そつ業ぎょう式しきまで書かけたらいいなと思おもっていましたが、考かんがえてみれば、私わたしが見みた穂ほ乃の香かと司つかさが桜さくら並なみ木きを歩あるいていく姿すがたは、出で会あいのシーンではありませんでした。

　この12巻かんで描えがいたシーンの続つづきだったと思おもうので、このラストになるのは、必ひつ然ぜんだったのかもしれません。

　穂ほ乃の香かたちと出で会あわせてくれた、初しょ代だい担たん当とうのＫさん。千ち帆ほたちと歩あゆませてくれた、二代だい目め担たん当とうのＡさん。麻ま友ゆたちに、素す敵てきなイラストという命いのちを吹ふき込こんでくれた、花か芽が宮みやるる先せん生せい。みなさんがいてくれたから、『一いち年ねん間かんだけ。』を最さい後ごまで書かくことができました。

　穂ほ乃の香かたちの人じん生せいは、これからも続つづいていくので、もっと書かくこともできるけど、一年ねん間かん＝12か月げつの12巻かんで終おわるのもまた、切きりがいいのかもしれません。

　本ほんが読どく者しゃのみなさんの元もとに届とどくまでに、校こう正せいさんやデザイナーさんを始はじめ、多おおくの人ひとが関かかわってくれています。

　書しょ店てん様さま、特とくに私わたしが働はたらいていた書しょ店てんのみなさんには、たくさんお世せ話わになりました。

　そしてもちろん、ここまで読よんでくれたあなたにも、感かん謝しゃの気き持もちでいっぱいです。

　私わたしの初はじめての本ほんを、最さい高こうのかたちで完かん結けつさせてくれて、ありがとうございました。

　みなさんのこれからが、一年ねん間かんだけではなく、幸しあわせなものでありますように。




　来らい月げつ２０２３年ねん４月がつには、新あたらしい物もの語がたり『ハッピーエンドはどこですか』が発はつ売ばい予よ定ていです。

　本ほんは好すきですか？

　本ほんを作つくってみたいと思おもったことは、ありませんか？

『ハッピーエンドはどこですか』は、そんな本ほんを作つくる人ひとたちの中なかに、本ほんぎらいの中ちゅう学がく生せい・一かず葉はが飛とび込こんでいく物もの語がたりです。

　一かず葉はの本ほんぎらいには悲かなしい事じ情じょうがあって……。

　でもそんな一かず葉はも、「本ほん好ずき」の楽たのしい友ともだちや先せん輩ぱいたちにかこまれて、どんどん変かわっていきます。

　小しょう説せつを書かく子このほかにも、イラストを描かく子こや、本ほんの編へん集しゅうをする子こも登とう場じょうします。

　本ほんが好すきな子こにも、ちょっと苦にが手てだなっていう子こにも、楽たのしんでもらえたらいいなと思おもいます。

　それでは、また次つぎの物もの語がたりであなたと出で会あえますように。


安芸あき咲さく良ら







＊ファンレターのあて先さきはこちら

〒１０２─８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２─13─３　　　「安芸あき咲さく良ら先せん生せい」

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　　　　　　「花か芽が宮みやるる先せん生せい」　※作さっ家かさんごとに別べつのびんせんで送おくってくださいね
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安芸咲良／作

11月23日生まれ、熊本県出身。第2回キャラ文芸大賞奨励賞受賞。第6回角川つばさ文庫小説賞で最終選考に残り、『一年間だけ。① さくらの季節にであうキミ』でデビュー。コリー犬とライブが好き。




花芽宮るる／絵

青森県出身、神奈川県在住のイラストレーター。恋をしている女の子を描くのがすき。趣味は夫とカフェ巡り。書籍の装画や漫画などで活動中。
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